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103,688人
49,578人
54,110人
44,862世帯
448.33㎢ 

平成28年３月１日現在（前月比）
・人口／
・男性／ 
・女性／
・世帯／
・面積／

メアリー・ローズ
毎年一番乗りで花を咲かせるバラのひと
つ。色はローズピンクで、ゆったりした
花弁の魅惑的な花が特徴。暖かい地方で
は香りがより強くなります。

明日への扉

竹井 知子 さん
27

特
別
割
引
券

母と
暮ら
せば割

引
券
を
お
持
ち
の
人
は
30
0円

（
60
歳
以
上
を
除
く
、高
校
生
以
下
は
20
0円
）

を
割
引し
ま
す
。

■ 鹿屋市ホームページ
 http://www.e-kanoya.net/
■ 鹿屋市公式 facebook
 https://www.facebook.com/
 Kanoya.City
■ 鹿屋市ラジオ広報番組
 ＦＭかのや（77.2MHz）
 （月～金曜日、8：05～と16：05～）

18 市役所の組織が一部変わりました

映画情報 母と暮らせば

◎上映時間（130分）
　①10時～　②13時～　③16時～　④19時～
◎鑑賞料
　一般／ 1,800円　大学生／ 1,500円 
　高校生以下／ 1,000円　60歳以上／ 1,000円

問リナシティかのや　☎0994-35-1001

16 かのやばら祭り2016春

03 川原園井堰の柴掛け

（C）2015 母と暮らせば製作委員会
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統計情報

市の花　ばら

　1948年８月９日。 長崎で助産婦を
して暮らす伸子の前に、３年前に原爆で
亡くしたはずの息子・浩二がひょっこり
現れる･･･。原爆で壊滅的な被害を受け
た長崎を舞台に、山田洋次監督が描く母
と息子の愛情の物語。

９土４

〜
４ 29金

※特別割引券は、1枚に付きお一人限りです。
　また他の割引券との併用はできません。

（＋15）
（＋７）
（＋８）
（－18）



戸
時
代
初
期
に
薩
摩
藩
の
新
田
開
発
に

よ
り
現
在
の
場
所
に
作
ら
れ
ま
し
た
。

初
め
は
木
杭
基
礎
で
、
明
治
35
年
に
石

基
礎
と
な
り
ま
し
た
が
、
大
き
な
台
風

の
た
び
に
流
失
し
て
い
た
た
め
、
昭
和

25
年
に
現
在
の
コ
ン
ク
リ
ー
ト
基
礎
と

な
り
ま
し
た
。

　

毎
年
３
月
、
串
良
町
土
地
改
良
区
が

中
心
と
な
っ
て
、
ド
ン
グ
リ
が
な
る
マ

テ
バ
シ
イ
の
木
を
切
り
、
そ
れ
を
竹
で

結
び
、「
柴
束
」を
作
り
ま
す
。

　

そ
し
て
、
３
月
中
旬
頃
に
、
15
人
〜

20
人
で「
柴
束
」
を
コ
ン
ク
リ
ー
ト
基

礎
部
分
に
並
べ
、
最
後
に「
コ
モ
」
と

呼
ば
れ
る
稲
の
藁わ
ら

で
織
ら
れ
た
粗
い
目

の
布
で
敷
き
込
み
、「
柴
堰
」
は
完
成
し

ま
す
。

　

こ
う
し
て
、
コ
ン
ク
リ
ー
ト
の
基
礎

と
自
然
素
材
が
融
合
し
た
川
原
園
井
堰

は
、
60
年
以
上
、
地
域
に
安
定
し
て
用

水
を
供
給
し
て
き
ま
し
た
。

　　

柴
掛
け
は
景
観
と
し
て
も
貴
重
な
も

の
で
す
。
平
成
12
年
〜
15
年
に
文
化

庁
が
実
施
し
た
調
査
研
究
報
告
で
は

「
重
要
地
域
」に
選
定
さ
れ
ま
し
た
。
ま

た
、
平
成
27
年
10
月
、
文
化
遺
産
の
保

護
に
関
わ
る
国
際
組
織
イ
コ
モ
ス
が
福

岡
で
開
催
し
た
学
術
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
で

は
、
日
本
か
ら
の
唯
一
の
発
表
題
材
と

な
り
、
希
少
性
や
人
々
の
交
流
の「
場
」

と
し
て
の
機
能
が
、
世
界
の
研
究
者
か

ら
高
い
評
価
を
受
け
ま
し
た
。

　

現
在
は
発
表
者
を
中
心
に
、
映
画
製

作
が
進
行
中
で
す
。
地
域
の
貴
重
な
資

源「
川
原
園
井
堰
」
に
こ
れ
か
ら
も
注

目
で
す
。

問
串
良
総
合
支
所
産
業
建
設
課

　

☎
０
９
９
４ｰ

63ｰ

３
１
１
４

　　

串
良
町
で
は
、
昔
話
の
ま
ま
に
、
今

で
も
地
域
の
人
々
が
山
で
柴
を
切
り
、

川
に
堰
を
作
っ
て
田
ん
ぼ
の
た
め
の
水

を
取
っ
て
い
る
施
設
が
あ
り
ま
す
。

　

こ
の
川
原
園
井
堰
は
、
串
良
町
細
山

田
下
中
地
区
の
串
良
川（
幅
43
ｍ
）
に
、

毎
年
作
ら
れ
て
い
ま
す
。
井
堰
で
取
ら

れ
た
水
は
有
里
用
水
を
流
れ
、
沿
線
の

約
２
７
０
ha
の
田
ん
ぼ
を
潤
し
ま
す
。

米
作
り
が
終
わ
る
と
柴
は
半
分
取
り
外

さ
れ
ま
す
が
、
防
火
用
水
等
と
し
て
も

一
年
中
利
用
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

川
原
園
井
堰
は
約
３
８
０
年
前
の
江

　柴掛けに携わってきて 40 年以
上になります。これまで施設の維
持管理や補修を行いながら、毎年、
柴の掛け替えを続けてきました。
歴史的にも全国的にも珍しい堰と
して注目を浴びていますが、近年
は土台部分であるコンクリート等
の老朽化や、マテバシイの取得地
の減少、作業者の高齢化が課題と
なっています。

日
本
に
一
つ 

世
界
も
注
目

川
かわはらぞのいぜき

原園井堰の柴
し ば か

掛け
日
本
で
唯
一
の
「
柴し
ば
ぜ
き堰
」

 
日
本
の
歴
史
を
物
語
る
堰

 

人
と
自
然
と
技
術
が
作
る
「
場
」

串
良
町
土
地
改
良
区 

理
事
長

　

出い
ず
み
ぞ
の

水
園 

利と
し
あ
き明 
さ
ん
（
78
歳
）

▲柴掛けしてから
　1週間後の様子
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施
政
方
針

　

私
が
市
長
に
就
任
し
て
、
２
年
余
り
が
経
過

し
た
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。
国
に
お
い
て
は
、

地
方
創
生
に
関
連
す
る
補
正
予
算
が
成
立
し
、

一
億
総
活
躍
社
会
の
実
現
に
向
け
た
緊
急
対
策

と
し
て
、
地
方
創
生
加
速
化
交
付
金
を
創
設
し

ま
し
た
。

　

平
成
28
年
度
当
初
予
算
案
に
お
い
て
も
、
地

方
自
治
体
に
は
本
格
的
な
地
方
創
生
の
推
進
が

求
め
ら
れ
て
お
り
ま
す
。

　

本
市
に
お
き
ま
し
て
も
、
地
方
創
生
の
取
り

組
み
を
推
進
し
、
成
果
を
確
実
に
あ
げ
て
い
く

と
と
も
に
、
地
域
課
題
に
的
確
に
対
応
す
る
た

め
、
ふ
る
さ
と
鹿
屋
の
魅
力
を
広
く
発
信
し
、

地
域
へ
の
回
帰
を
推
進
す
る
「
ふ
る
さ
と
Ｐ
Ｒ

課
」
の
設
置
な
ど
、
円
滑
な
市
政
運
営
を
推
進

し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

ま
た
、本
市
の
基
幹
産
業
で
あ
る
農
林
水
産

業
へ
の
影
響
が
懸
念
さ
れ
る
、環
太
平
洋
パ
ー
ト

ナ
ー
シ
ッ
プ
協
定
に
つ
い
て
は
、本
市
に
お
い
て

も
各
種
Ｔ
Ｐ
Ｐ
対
策
事
業
や
組
織
体
制
の
整
備

な
ど
、必
要
な
対
応
を
行
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

　

今
後
の
市
政
運
営
に
つ
き
ま
し
て
は
、
今
後

５
年
か
ら
10
年
が
、
鹿
屋
・
大
隅
地
域
に
と
っ

て
非
常
に
重
要
な
時
期
で
あ
る
と
認
識
し
て
お

り
、
市
民
の
皆
様
が
将
来
に
希
望
を
持
っ
て
安

心
し
て
暮
ら
せ
る
、
豊
か
さ
と
温
も
り
を
実
感

で
き
る
〝
市
民
が
主
役
の
明
る
い
未
来
づ
く

り
〞
に
取
り
組
む
た
め
、
３
つ
の
基
本
方
針
に

基
づ
き
、
５
つ
の
戦
略
を
更
に
重
点
的
・
計
画

的
に
推
進
し
て
ま
い
り
ま
す
。

《
平
成
28
年
３
月
鹿
屋
市
議
会
定
例
会

中
西
茂
市
長
施
政
方
針
よ
り
抜
粋
》

※ 

施
政
方
針
の
全
文
は
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に

掲
載
し
て
い
ま
す
。

３
つ
の
基
本
方
針

◉
雇
用
と
所
得
に
つ
な
が
る

　
　
　
　

産
業
お
こ
し

◉
み
ん
な
で
築
く
安
心
・
安
全
で

　
　
　
　

や
さ
し
い
地
域
づ
く
り

◉
笑
顔
が
あ
ふ
れ
る

　
　
　
　

元
気
百
倍
の
人
づ
く
り

５
つ
の
戦
略

１
雇
用
と
所
得
に
つ
な
が
る

　
　
　
　

産
業
を
お
こ
す
ま
ち
づ
く
り

２
広
域
連
携
を
積
極
的
に

　
　
　
　

推
進
す
る
ま
ち
づ
く
り

３
笑
顔
あ
ふ
れ
る

　
　
　
　

安
心
・
安
全
な
ま
ち
づ
く
り

４
心
豊
か
に
学
び
、
地
域
文
化
を

　
　
　
　

育
む
ま
ち
づ
く
り

５
安
全
で
快
適
に

　
　
　
　

暮
ら
せ
る
ま
ち
づ
く
り

豊かさと温もりを実感できる

“市民が主役の明るい未来”“市民が主役の明るい未来”
の実現に向けて

　今月号の特集は、２月25日開会の３月鹿屋市議会定例会で中西茂市長が行った市政運営の基本方針

となる施政方針の概要と、３月23日に議決された平成28年度当初予算について紹介します。
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農業・農村の将来像と
その実現に向けた各種方策を盛り込んだ

人口減少克服に的を絞って
地方創生を深化・加速させる

平成28年度  施政方針と当初予算特集

2つの挑戦

5つの重点項目

将来を見据えた2つの挑戦の積極的な展開

次代を築く、かのや未来創造予算
総額 457億7,600万円（対前年度比＋1.0％）

平成 28 年度一般会計当初予算

雇用の創出 交流人口の拡大所得の向上 安心・安全の推進

目　　的
・ 国内外の厳しい環境変化と闘える足腰の強い農
業経営の確立による地域雇用と所得の増大 
・ 農村社会の活性化による農業・農村の持つ多面
的機能の発揮
 

鹿屋市農業・農村の将来あるべき姿

目　　的
・急速な少子高齢化の進展への的確な対応
・将来にわたって活力ある社会を維持
・ 多様な人材の確保及び多様な就業機会の創出

2060年に9万人程度の人口を維持

かのや農業・農村戦略ビジョン 鹿屋市まち・ひと・しごと創生総合戦略

定住の促進

Point
1 Point

2
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平
成
28
年
度
当
初
予
算
が
、３
月
に

開
か
れ
た
鹿
屋
市
議
会
定
例
会
で
議

決
さ
れ
ま
し
た
。

　

一
般
会
計
当
初
予
算
の
総
額
は
、

前
年
度
当
初
予
算
と
比
較
す
る
と
対

前
年
度
比
１
％
増
の
４
５
７
億
７
，

６
０
０
万
円
と
な
り
ま
し
た
。

　
〝
市
民
が
主
役
の
明
る
い
未
来
〞
の

実
現
に
向
け
て
、
昨
年
策
定
し
た
「
か

の
や
農
業
・
農
村
戦
略
ビ
ジ
ョ
ン
」

と
「
鹿
屋
市
ま
ち
・
ひ
と
・
し
ご
と

創
生
総
合
戦
略
」
に
位
置
付
け
た
事

業
を
積
極
的
に
展
開
し
、
ま
た
、
次

世
代
を
見
据
え
て
「
雇
用
の
創
出
」、

「
所
得
の
向
上
」、「
定
住
の
促
進
」、

「
交
流
人
口
の
拡
大
」、「
安
心
・
安

全
の
推
進
」
の
項
目
に
積
極
的
に
取

り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

次
世
代
を
見
据
え
た
施
策
を
積
極
的
に
展
開
す
る

※市民１人当たり約9万円です

［市税の内訳］

特別会計名区分 平成 28 年度予算額 対前年度比     

国民健康保険事業 147億8,137万円 △0.7%

後期高齢者医療 12億3,055万円 4.9%

介 護 保 険 事 業 105億6,486万円 0.1%

公共下水道事業 14億3,666万円 △12.3%

下 水 道 4,195万円 △14.7%

輝北簡易水道事業 8,450万円 △12.1%

特別会計281億3,987万円（対前年度比２億5,307万円、0.9％の減）

　自主財源のうち、市税は、前年度予算に比べて、１億 3,600 万円増の 97億 3,550 万円となっています。また、各基金か

らの繰入金は、４億 3,491 万２千円増の 28億 4,704 万３千円となっています。依存財源では、地方交付税が２億円減の

128 億円、地方消費税交付金は個人消費の増が見込まれることから対前年度比１億円増の 16億円となっています。市債

は、防災・行政・地域情報伝達システム整備事業や小・中学校の耐震化促進事業の終了により、７億 6,920 万円減の 30億

670 万円となっています。

「
平
成
28
年
度
当
初
予
算
」

【特別会計における増減要因等】
◉  国民健康保険事業＝国民健康保険加入者数が、後
期高齢者医療への移行などによって減少するため
◉  後期高齢者医療＝後期高齢者医療加入者の増や保
険料の改定によるもの
◉  介護保険事業＝地域包括ケアシステムの構築に向
けた地域支援事業の重点施策の実施に伴うもの
◉  公共下水道事業＝処理場の土木・建築工事の終了
に伴うもの
◉   下水道＝施設の最適整備構想・機能強化対策計画
の策定終了に伴うもの
◉  輝北簡易水道事業＝地方公営企業法適用支援業務
の終了に伴うもの

市民税
42億1,600万円

固定資産税
41億4,100万円

軽自動車税
2億9,150万円

　市たばこ税
7億2,000万円

都市計画税
3億6,700万円

地方交付税
12,800
（28%）

国・県支出金
11,877（25.9%）

市債
3,007
（6.6%）譲与税・交付金

2,506（5.5%）

その他
20（0.0%）

市税
9,736
（21.3%）

分担金・負担金
557（1.2%）

使用料・手数料
780（1.7%）

繰入金
2,847
（6.2%）

その他自主財源
1,646（3.6%）

歳入
自主財源
15,566
（34.0%）

依存財源
30,210（66.0%）

単位：百万円
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民生費
19,758
（43.2%）

総務費
4,852

（10.6%）

土木費
3,617
（7.9%）

衛生費
2,859（6.3%）

農林水産業費
2,528（5.5%）

消防費
1,373（3%）

商工費
784（1.7%）

その他
575（1.2%）

歳　出
【目的別】

諸支出金
626（1.4%）

人件費
7,018（15.3%）

扶助費
13,855
（30.3%）

公債費
4,437
（9.7%）普通建設事業費

3,862（8.4%）

物件費
6,410
（14%）

補助費等
3,661（8%）

繰出金
5,232

（11.4%）

その他
1,147（2.6%）

歳　出
【性質別】

その他の経費
16,450（36%）

義務的経費
25,310
（55.3%）

投資的経費4,016（8.8%）

災害復旧事業費
154（0.3%）

教育費
4,367
（9.5%）

公債費
4,437
（9.7%）

単位：百万円 単位：百万円

平成28年度  施政方針と当初予算特集

　義務的経費のうち、人件費は職員数の減などにより、前年度に比べ、１億529万８千円減の70億1,781万９千円となっ

ています。扶助費は、幼稚園・保育所等給付費の入所児童や施設の増などにより、８億 8,119 万４千円増の 138 億 5,524

万９千円、公債費は、１億 8,707 万６千円減の 44億 3,663 万８千円となっています。投資的経費のうち、普通建設事業費

は、防災・行政・地域情報伝達システム整備事業や小・中学校の耐震化促進事業の終了などにより、対前年度比６億 5,613

万３千円の減となっています。

市民１人当たりの予算額

民 生 費 総 務 費 公 債 費 教 育 費

予算額 190,555円（43.2%） 46,796円（10.6%） 42,788円（9.7%） 42,117円（9.5%）

主
な
も
の

子ども、高齢者、障害者の
福祉増進などに

自治振興、防犯対策、選挙
などに

借りたお金の返済に 学校の管理運営や
整備などに

土 木 費 衛 生 費 農林水産業費 消 防 費

予算額 34,881円（7.9%） 27,575円（6.3%） 24,379円（5.5%） 13,246円（3.0%）

主
な
も
の

道路、公園、市営住宅の
整備推進に

ごみ、し尿の処理、健康
管理などに

農林水産業振興などに 消防や救急業務などに

商 工 費 議 会 費 労 働 費 そ の 他

予算額 7,565円（1.7%） 2,972円（0.7%） 605円（0.1%） 8,000円（1.8%）

主
な
も
の

商工業振興、観光振興に 議員報酬や 議会運営に 雇用対策などに 災害復旧や預貯金に

市民１人当たり 441,479 円（一般会計分）

※金額は一般会計の歳出額を、平成28年３月１日現在の人口103,688人で割った額

雇用対策などに
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雇用と所得につながる産業をおこす  まちづくり
産業の振興と雇用の機会の確保により、地域経済の発展と活性化を目指します。

【予算額】 14億9,876万4千円

その他の主な事業
◉ふるさと納税促進事業　　3億5,917万3千円
◉定住促進事業　　  　　　　　1,294万6千円
◉企業誘致推進事業　　　　  　4,382万4千円
◉地域６次産業化推進事業　　　　2,091万円
◉全国和牛能力共進会対策事業 　476万2千円

　人型会話ロボット「P
ペ ッ パ ー

epper」を活用し、市内の高校生

等を対象に、ロボットアプリ開発を通じて、将来に向け

た人材育成及び地域内ＩＴ技術の向上を図り、開発事業

者の市内への誘致や地元雇用の可能性を広げる取り組み

を推進します。【情報行政課】

アプリ開発人材育成事業   775万円 新規

　肥育素牛の価格高騰が続き、

肥育農家の経営を圧迫している

ため、肥育素牛導入経費の一部

を助成するとともに、かのや農

業・農村戦略ビジョンに掲げた

肥育農家の経営内一貫生産体制を後押しするため、生産

素牛導入費用の一部助成を行い、生産基盤の強化及び農

家経営の安定化を図ります。【畜産課】

肉用牛肥育経営強化対策事業   1,628万円 新規

　農業後継者の未婚・晩婚化が懸念されていることから、

農業委員による結婚までのあっせん活動や、農業青年団体

等と農業体験イベント等を開催するなど、出会いの場づく

りに努めます。  【農業委員会】

農業後継者縁結び応援事業   170万円 新規

その他の主な事業
◉かのやヘルスアッププラン21
　推進事業   　　     393万1千円
◉  臨時福祉給付金支給事業

1億8,074万4千円
◉住みよい・住みたいまち美里
　吾平づくり推進事業

 454万4千円
◉  小さな拠点モデル推進事業

477万1千円
◉  串良地域まちづくり推進事業

337万5千円

笑顔あふれる安心・安全な  まちづくり
　安心して子どもを産み育てやすい環境とすべての市民が健やかに生活できる、

人にやさしい社会の実現に向けて取り組みます。

【予算額】 9億7,894万3千円

　子育てしやすいまちの実現に向け、新生児支援の新たな取り組みとして、紙おむつ購

入費の一部助成を行い、子育て世帯の負担軽減を図ります。【子育て支援課】

かわいい孫への贈り物事業   1,474万5千円 新規

　安心して出産、子育てができるよう、保健相談セン

ター内に新たに子育て世代支援センターを設置し、総合

相談支援体制を整備するとともに、個々の状況に応じた

妊娠、出産、子育ての個別プランを作成して、産前産後

の切れ目ない支援を行います。【健康増進課】

かのやすくすく子宝サポート事業   969万3千円 新規

　ふるさと会やふるさと納税、全国イベント等で鹿屋市

にご協力していただいた皆さんと本市を結ぶネットワー

クである、鹿屋市メンバーズクラブ会員制度を創設し、

本市の魅力を発信するとともに、シティセールスや移

住・定住施策を推進します。【ふるさとＰＲ課】

鹿屋市メンバーズクラブ事業   7,050万円 新規

　霧島ヶ丘公園の通年利用を図

るため、官民共同の施設整備の

取り組みとして、民間事業者から

の提案を踏まえ、公園内の新た

な施設配置など、今後の霧島ヶ

丘公園整備に向けた基本設計及

び実施計画策定を行います。

【都市政策課】

霧島ヶ丘公園活性化プロジェクト   2,100万円 新規
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広域連携を積極的に推進する  まちづくり
大隅地域の中心市として、地域全体の発展をけん引し、地域に共通する課題の解決に取り組みます。

【予算額】 1億5,869万9千円

その他の主な事業
◉   観光・物産地域連携推進事業

　　　　　　2,269万7千円
◉観光ＰＲ誘客推進事業

　　　　　　　601万3千円
◉登山＆トレッキング
　 誘客促進事業

　　　　　　816万4千円
◉総合交通対策事業

　　　　　　9,081万3千円
◉大隅総合開発期成会広域事業

210万4千円

平成28年度  施政方針と当初予算特集

　大隅地域の長年の課題である産科医師不足を解消し、地域住民の安全、安心な

暮らしを確保するため、これまでも要請してきた地元出身の産科医師の市内産科

医療機関への勤務等の実現をめざします。【健康増進課】

大隅地域産科医療体制支援事業   1,453万9千円 新規

　全国規模の食のイベント（第８回全国丼サミット）を誘

致し、本市の優れた食材で作られた豚ばら丼を更に多く

の皆さんに知ってもらうなど、全国に食材の宝庫である大

隅・鹿屋の魅力を発信します。【ふるさとＰＲ課】

食の魅力発信推進事業   250万円 新規

　県内初の広域的な取り組みとして、これまで専門相

談員の配置がなかった近隣自治体（東串良町・錦江

町・南大隅町）の消費者相談を、本市の消費生活セン

ターにて広域で対応します。【商工振興課】

消費者行政推進事業   998万6千円 新規

心豊かに学び、地域文化を育む  まちづくり
地域の未来を担う人材の育成や市民文化、スポーツの振興などを図ります。

【予算額】 11億9,621万4千円

その他の主な事業
◉   小中学校施設整備事業

　　　　　6億631万9千円
◉ホームタウンスポーツ推進事業

　　　　　　 704万5千円
◉  戦跡保存活用事業　

1,881万8千円
◉国体に向けた競技力向上対策事業

902万6千円
◉  英語力向上プロジェクト事業

4,536万8千円
◉  地域運動サークル事業

324万6千円

　少子化への対応や地域へ貢献できる人材を育成するため、新たに鹿屋女子高等

学校の活性化に向けた基本方針を策定するとともに、新校舎建設の基本設計を実

施し、特色や魅力ある学校づくりに取り組みます。【教育総務課】

鹿屋女子高活性化事業   2,263万1千円 新規

　大隅を舞台とする高校生ミュージカル「ヒメとヒコ」の10周年記念事業等を

通して、市民に芸術文化をより身近に、直接、体験していただき、住む人が誇り

と愛着を持てる文化の香り高いまちづくりをめざします。

　また、国民文化祭かごしま2015の成果を本市文化の振興につなげるため、

「学校に音楽を届けるプロジェクト」等を継続して実施します。【生涯学習課】

文化のまち鹿屋魅力アップ事業   1,281万1千円 新規

　新たに公民館等を活用して寺子屋を設置し、放課後に学び

たくてもその環境が整っていない子どもたちを対象に、学校

教育の経験がある指導員による学習活動の支援等を通して、

子どもたちの学力向上と郷土愛を育みます。【中央公民館】

鹿屋寺子屋事業   49万円 新規
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安全で快適に暮らせる  まちづくり
安全・安心な暮らしの確保や、地域社会活動の推進などによる「市民が主役」のまちづくりを進めます。

【予算額】 53億900万8千円

平成27年度３月補正予算
　３月鹿屋市議会定例会が２月 25 日から３月 23 日に開かれ、補正予算などが議決されました。今回の一般会計補正予算
は、国が地方自治体向けに創設した「地方創生加速化交付金」を活用し、地方創生の取り組みを中心に編成されており、7
億 2,375 万 6 千円の増額で、補正後の予算額は 479 億 1,840 万 8 千円となりました。

その他の主な事業
◉   冠水箇所排水路整備事業
　　　　　2億5,588万3千円

◉空き家適正管理促進事業
　　　　　　1,558万9千円

◉都市計画決定業務　
710万2千円

◉道路整備事業
5億3,172万4千円

◉  橋梁補修事業
1億2,964万5千円

◉  桜ヶ丘市営住宅建替事業
240万円

　平成27年度で終了した住宅リフォーム助成事業継続の要望を踏まえ、高齢者

世帯と一般世帯への助成は残しつつ、さらに高校生以下の子どもがいる子育て世

帯・３世代同居世帯の住宅改修、住宅の安全性確保に向けた耐震性確認・改修へ

の支援を拡大して行います。【建築住宅課】

鹿屋市支え愛ファミリー住宅改修応援事業　5,453万1千円

◉「かのや農業商社」を核とした産地力向上プロジェクト 5,018万2千円
　・かのや農業商社モデル事業（産業振興課） 956万2千円
　・かのや紅はるかＰＲ・販促支援事業（農林水産課） 552万6千円
　・新規作物チャレンジ事業（農林水産課） 1,325万円
　・カンパチＰＲ・販促活動事業（農林水産課） 350万円
◉空き店舗等を活用した市民協働による街のにぎわいづくり（商工振興課） 1,887万3千円
◉「大隅はひとつ！」大隅広域観光推進プロジェクト （ふるさとＰＲ課） 1,144万円

地方創生加速化交付金を活用した事業

◉年金生活者等支援臨時福祉給付金支給事業（福祉政策課） 5億26万8千円
◉農地中間管理事業（農林水産課） 1,300万円

その他の主な事業

　児童の登下校時の安全確保を図るため、レーン30の

設定や小学校周辺の横断歩道のカラー化など通学路に

おける交通安全対策を実施します。【安全安心課】

交通事故のない社会を目指す事業　1,087万4千円

　地域（住民）が主体的に地域の課題解決・活性化を

推進する仕組みづくりである「地域コミュニティ協議

会」の活動を支援します。【地域活力推進課】

地域コミュニティモデル推進事業　2,837万4千円

平成28年度  施政方針と当初予算 特集

拡充

拡充

拡充
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鹿
屋
の
地
で
育
ま
れ
た

名
品
・
名
産
・
名
所
な
ど
の

よ
か
も
ん
を
ご
紹
介

大人の

伊伊い

じ

ち

い

じ

ち

地
知
地
知  

一一い
ち
ろ
う

い
ち
ろ
う郎郎  

さ
ん
さ
ん

鹿
屋
市

鹿
屋
市

文
化
財
保
護
審
議
会
委
員

文
化
財
保
護
審
議
会
委
員

て
い
る
双
子
塚
は
形
の
美
し
い
大
小

の
二
つ
の
丘（
塚
）
で
、
古
墳
と
い

う
説
も
あ
り
ま
す
が
、
詳
し
い
こ
と

は
分
か
っ
て
い
ま
せ
ん
。

　

し
か
し
面
白
い
こ
と
に
、
県
内
各

地
に
残
る『
弥や
ご
ろ
う

五
郎
ど
ん
伝
説
』
が
、

こ
こ
双
子
塚
に
も
残
っ
て
い
ま
す
。

巨
人
弥
五
郎
が
モ
ッ
コ（
土
石
運
搬

に
用
い
る
網
袋
）
に
土
を
入
れ
て
運

ん
で
い
た
と
こ
ろ
、
担
ぎ
棒
が
折
れ

て
し
ま
い
、
そ
の
際
、
土
が
こ
ぼ
れ

て
で
き
た
も
の
が
双
子
塚
だ
と
い
う

伝
説
で
す
。
不
思
議
に
並
ぶ
二
つ
の

丘
を
見
て
、
人
々
が
思
い
を
馳
せ
た

の
で
し
ょ
う
。

　

戦
時
中
ま
で
大
塚
に
は
樹
齢

２
０
０
年
前
後
と
言
わ
れ
る
一
本
の

松
の
老
木
が
そ
び
え
て
い
た
そ
う
で

す
。
そ
れ
は
遠
く
か
ら
で
も
確
認
で

き
、
通
行
人
の
目
印
に
な
っ
て
い
た

よ
う
で
す
。

　

大
塚
は
３
分
の
２
の
高
さ
ま
で
岩

盤
で
、
そ
の
上
に
土
が
乗
っ
て
い
る

構
造
に
な
っ
て
い
ま
す
が
、
頂
上
で

足
踏
み
を
す
る
と
空
洞
が
あ
る
よ
う

な
音
が
す
る
た
め
、『
何
か
埋
蔵
さ

れ
て
い
る
の
で
は
』
と
も
言
わ
れ
ま

す
。
実
際
、
塚
の
周
辺
か
ら
は
古
代

の
土
器
の
破
片
も
見
つ
か
っ
て
お

り
、
ま
た
小
塚
か
ら
も
古
い
骨
壷
が

出
土
し
た
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

双
子
塚
は
霧
島
連
山
や
高
隈
山
、

国
見
山
系
を
一
望
で
き
る
見
晴
ら
し

の
良
い
場
所
な
の
で
、
は
る
か
昔
、

古
代
人
の
墓
所
と
し
て
利
用
さ
れ
た

の
か
も
知
れ
ま
せ
ん
。

　

現
在
、
双
子
塚
は
地
域
住
民
に

よ
っ
て
管
理
さ
れ
、
霊
園
が
建
て
ら

れ
た
り
、
ツ
ツ
ジ
な
ど
が
植
え
ら
れ

た
り
し
て
い
ま
す
。」

　

輝
北
町
諏
訪
原
の
八は
え
や
ま

重
山
台
地

は
、「
春は
い
や
ま山
の
牧
」
と
言
わ
れ
、
古
く

か
ら
牧ま
き
ば場
の
地
で
あ
っ
た
と
伝
え
ら

れ
て
い
ま
す
。

　

今
で
は
田
畑
が
広
が
る
台
地
と

な
っ
て
い
ま
す
が
、
そ
の
中
を
通
る

県
道
を
走
る
と
、
道
路
を
は
さ
ん
で

左
右
に
１
つ
ず
つ
古
墳
の
よ
う
な
丘

が
あ
る
の
に
気
が
付
き
ま
す
。
こ
れ

が
双
子
塚
で
す
。

　

今
回
は
鹿
屋
市
文
化
財
保
護
審
議

会
委
員
の
伊
地
知
一
郎
さ
ん
に
紹
介

い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
「
昔
か
ら
地
域
住
民
に
親
し
ま
れ

▲

『
薩さ

つ
ぐ
う
に
ち
ち
り
さ
ん
こ
う

隅
日
地
理
纂
考
』（
明
治
４
年
）

双双
ふ

た

ふ

た　　

子子ごご　　

塚塚
づ

か

づ

か

輝北町諏
す わ ば ら

訪原双子塚
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安
心
し
て
暮
ら
せ
る
地
域
づ
く
り
の
た
め
に

　

３
月
30
日
、「
消
費
生
活
相
談
業
務

の
広
域
的
対
応
に
関
す
る
協
定
」
を

本
市
と
東
串
良
町
、
錦
江
町
、
南
大

隅
町
の
１
市
３
町
の
間
で
締
結
し
ま

し
た
。
こ
れ
は
複
雑
化
、
高
額
化
し

て
い
く
悪
質
商
法
な
ど
の
消
費
生
活

相
談
業
務
に
つ
い
て
、
専
門
知
識
を

持
つ
相
談
員
を
配
置
し
、
住
民
が
安

心
し
て
暮
ら
せ
る
地
域
社
会
づ
く
り

を
広
域
連
携
で
行
う
も
の
で
、
県
内

初
の
取
り
組
み
。
今
後
は
市
の
消
費

生
活
セ
ン
タ
ー
で
１
市
３
町
の
相
談

業
務
を
行
い
ま
す
。

「
Ｓ
ｈ
ｏ
ｗ-

１
グ
ル
メ
グ
ラ
ン
プ
リ
」
の
優
勝
を
報
告

　

３
月
６
日
、
春
の
高
隈
路
を
歩

く「
第
９
回
高
隈
い
き
い
き
歩
こ

う
会
」
が
開
催
さ
れ
、
62
人
が
参

加
し
ま
し
た
。

　

当
日
は
小
雨
の
降
る
天
候
で
し

た
が
、
参
加
者
は
高
隈
の
田
園
風

景
や
地
元
ガ
イ
ド
に
よ
る
史
跡
説

明
を
楽
し
み
な
が
ら
約
８
㎞
を
元

気
に
歩
き
ま
し
た
。
ま
た
、
休
憩

所
で
は
地
元
加
工
グ
ル
ー
プ
に
よ

る
、
ガ
ネ
や
漬
物
の
振
る
舞
い
も

あ
り
、
参
加
者
は
楽
し
い
ひ
と
時

を
過
ご
し
て
い
ま
し
た
。

高
隈
の
自
然
や
史
跡
を
満
喫

　

３
月
12
日
、
串
良
ふ
れ
あ
い
セ

ン
タ
ー
で「
串
良
ふ
れ
あ
い
セ
ン

タ
ー
わ
っ
し
ょ
い
祭
り
」
が
開
催

さ
れ
ま
し
た
。
会
場
で
は
市
内
の

障
が
い
者
施
設
で
作
ら
れ
た
作
品

の
販
売
や
バ
ル
ー
ン
ア
ー
ト
、
レ

ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
な
ど
が
行
わ
れ

た
ほ
か
、
ス
テ
ー
ジ
で
は
、
串
良

地
域
の
園
児
や
民
生
委
員
、
障
が

い
者
施
設
の
皆
さ
ん
に
よ
る
踊
り

の
発
表
も
行
わ
れ
、
来
場
者
は
手

作
り
感
の
あ
る
温
か
い
イ
ベ
ン
ト

を
楽
し
ん
で
い
ま
し
た
。

手
作
り
感
い
っ
ぱ
い
の
祭
り
を
楽
し
む

　

３
月
20
日
、
リ
ナ
シ
テ
ィ
か
の
や

で「
Ｓ
ｈ
ｏ
ｗ-

１
グ
ル
メ
グ
ラ
ン
プ

リ
優
勝
報
告
会
」が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

こ
れ
は
、
同
グ
ラ
ン
プ
リ
の
優
勝

報
告
と
応
援
し
て
く
れ
た
市
民
の
皆

さ
ん
に
感
謝
を
伝
え
よ
う
と
行
わ
れ

た
も
の
。
当
日
は
、
優
勝
し
た「
カ

ン
パ
チ
de
リ
ゾ
ッ
ト
」
の
販
売
や
カ

ン
パ
チ
ダ
ン
ス
選
手
権
を
開
催
し
た

ほ
か
、
カ
ン
パ
チ
の
刺
身
の
振
る
舞

い
で
は
、
来
場
者
が
長
蛇
の
列
を
作

り
、
新
鮮
な
カ
ン
パ
チ
を
美
味
し
そ

う
に
ほ
お
ば
っ
て
い
ま
し
た
。

イベント

行　政
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３
月
17
日
、市
役
所
で「
平
成
27

年
度
河
川
愛
護
運
動
の
優
良
団
体

に
対
す
る
知
事
表
彰
」伝
達
式
が

行
わ
れ
、「
水
神
様
川
づ
く
り
隊
」

が
表
彰
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
れ
は
、河
川
の
清
掃
な
ど
の
活

動
で
功
績
の
あ
っ
た
団
体
を
表
彰

し
て
い
る
も
の
で
、同
団
体
は
永
き

に
わ
た
る
肝
属
川
の
愛
護
活
動
が

評
価
さ
れ
た
も
の
。

　

同
団
体
の
米
永
新あ
ら
と人

さ
ん
は

「
今
後
も
活
動
の
輪
を
広
げ
た

い
」と
話
し
て
い
ま
し
た
。

河
川
愛
護
運
動
の
優
良
団
体
を
表
彰

表　彰

　

３
月
23
日
、
市
役
所
で
「
平
成

27
年
度
文
部
科
学
大
臣
優
秀
教
職

員
表
彰
」
の
表
彰
状
授
与
式
が
行

わ
れ
ま
し
た
。

　

こ
れ
は
学
校
教
育
に
お
け
る
教

育
実
践
等
で
顕
著
な
実
績
を
残
し

た
教
職
員
を
表
彰
す
る
も
の
で
、県

内
で
18
人
が
受
賞
し
、市
内
か
ら

は
３
人
が
受
賞
し
ま
し
た
。

　

受
賞
者
は
次
の
と
お
り

○
前
田 

剛ご
う 

教
諭（
西
原
小
学
校
）

○
松
山 

譲
ゆ
ず
る 

教
諭（
串
良
小
学
校
）

○
福
倉 

遵
じ
ゅ
ん 

教
諭（
細
山
田
小
学
校
）

優
秀
な
教
職
員
を
表
彰

　

３
月
６
日
、
輝
北
町
平
房
の
平

房
活
性
化
セ
ン
タ
ー
で
、
石
牟
礼

神
社
の
春
の
例
祭
が
開
催
さ
れ
ま

し
た
。
毎
年
、
石
牟
礼
神
社
の
境

内
で
行
わ
れ
ま
す
が
、
こ
の
日
は

あ
い
に
く
天
候
が
悪
く
、
急
き
ょ

場
所
を
変
更
。

　

厳
か
な
雰
囲
気
の
中
神
事
が
行

わ
れ
た
後
、
上
平
房
・
中
平
房
・

下
平
房
の
各
保
存
会
に
よ
る
棒
踊

り
が
奉
納
さ
れ
、
踊
り
子
た
ち
は

五
穀
豊
穣
を
願
い
、
威
勢
よ
く
棒

を
打
ち
合
っ
て
い
ま
し
た
。

石い
し
む
れ

牟
礼
神
社
で
春
の
例
祭

　

３
月
５
日
、
６
日
、
串
良
町
の

３
中
学
校
区
で「
串
良
人
旅
立
ち

式
」が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

こ
れ
は
、
高
校
を
卒
業
す
る
子

ど
も
た
ち
が
地
元
の
存
在
を
支

え
に
し
て
新
天
地
で
頑
張
れ
る
よ

う
、
地
域
で
祝
い
、
励
ま
し
て
送

り
出
し
て
あ
げ
る
も
の
。

　

参
加
者
は
、
恩
師
や
中
学
時
代

の
仲
間
と
笑
顔
で
再
会
し
、
楽
し

い
ひ
と
時
を
過
ご
し
た
後
、
故
郷

串
良
で
の
思
い
出
を
胸
に
旅
立
っ

て
い
き
ま
し
た
。

故
郷
を
忘
れ
ず
頑
張
っ
て

　

３
月
12
日
、
浜
田
海
浜
公
園

で
横
尾
岳
緑
の
少
年
団
に
よ
る

松
の
植
栽
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

同
少
年
団
は
大
姶
良
小
学
校
の

児
童
で
構
成
さ
れ
、
緑
に
親
し

み
、
緑
を
守
り
育
て
る
活
動
を

行
う
た
め
結
成
さ
れ
た
も
の
。

　

こ
の
日
は
、
街
頭
で
の「
緑

の
募
金
」活
動
も
行
い
ま
し
た
。

浜
田
海
浜
公
園
に
松
を
植
栽

　

３
月
26
日
、
か
の
や
イ
ベ
ン

ト
広
場
で
鹿
児
島
県
板
金
塗
装

協
同
組
合
鹿
屋
青
年
部
６
社
７

人
に
よ
る
清
掃
作
業
が
行
わ
れ

ま
し
た
。
こ
れ
は
、
地
域
社
会

へ
の
貢
献
活
動
と
し
て
、
護
岸

擁
壁
を
高
圧
洗
浄
機
に
て
水
洗

い
清
掃
を
し
た
も
の
で
す
。

イ
ベ
ン
ト
広
場
周
辺
を
清
掃

消
防
車
で
火
災
予
防
を
呼
び
か
け

　

３
月
１
日
、
春
の
火
災
予
防

運
動
期
間
の
初
日
に
、
防
火
パ

レ
ー
ド
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
こ

れ
は
消
防
車
両
で
市
内
を
巡

り
、
火
災
予
防
の
広
報
を
行
う

こ
と
に
よ
り
、
市
民
の
皆
さ
ん

に
火
災
予
防
の
関
心
と
理
解
を

深
め
て
も
ら
う
た
め
実
施
し
た

も
の
で
す
。

地　域

ボランティア
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３
月
27
日
、
登
山
シ
ー
ズ
ン
を

前
に
高
隈
山
で
山
開
き
が
行
わ
れ

ま
し
た
。

　

時
折
、
強
い
寒
風
が
吹
く
中
、

77
人
の
参
加
者
が
、
５
合
目
で
あ

る
Ｔ
Ｖ
塔
登
山
口
か
ら
約
２
時
間

か
け
て
高
隈
山
の
御
岳
に
登
頂
。

　

参
加
者
は
春
の
訪
れ
を
告
げ
る

マ
ン
サ
ク
や
ツ
ク
シ
シ
ョ
ウ
ジ
ョ

ウ
バ
カ
マ
な
ど
の
花
々
や
、
山
頂

か
ら
見
る
絶
景
を
楽
し
ん
で
い
ま

し
た
。
ま
た
山
頂
で
は
神
事
も
行

わ
れ
、
登
山
者
の
安
全
を
祈
願
し

ま
し
た
。

高
隈
山
で
山
開
き

　

３
月
22
日
、
市
輝
北
総
合
支
所
の

庁
舎
内
に
百
引
郵
便
局
が
開
局
し
ま

し
た
。

　

同
郵
便
局
は
、
こ
れ
ま
で
庁
舎
近

く
の
市
有
地
で
営
業
を
し
て
き
ま
し

た
が
、
建
物
の
老
朽
化
に
伴
い
今
回

移
転
し
た
も
の
。
自
治
体
の
庁
舎
内

で
、
郵
便
物
の
収
集
か
ら
配
達
ま
で

の
業
務
を
行
う
の
は
九
州
管
内
で
は

初
め
て
の
こ
と
で
す
。

　

こ
の
日
は
営
業
開
始
前
に
、
日
本

郵
便
株
式
会
社
九
州
支
社
や
市
の
関

係
者
ら
が
集
ま
り
、
移
転
オ
ー
プ
ン

セ
レ
モ
ニ
ー
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

輝
北
総
合
支
所
内
に
郵
便
局
が
開
局

　

３
月
27
日
、
吾
平
町
の
中
岳
で
神
野
ト
レ
ッ
キ
ン
グ

コ
ー
ス
安
全
祈
願
祭
と
登
り
初
め
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
コ
ー
ス
は
神
野
地
域
の
豊
か
な
自
然
を
生
か
そ
う

と
、市
の
助
成
を
受
け
て
神
野
町
内
会
が
整
備
し
た
も
の
。

　

当
日
は
神
事
が
行
わ
れ
た
後
、
約
60
人
が
参
加
し
て
登

山
を
開
始
。
参
加
者
は
中
岳
の
麓
に
あ
る
４
つ
の
滝
や
草

花
な
ど
、
思
い
思
い
に
景
色
を
楽
し
み
な
が
ら
山
頂
を
目

指
し
て
い
ま
し
た
。

中
岳
登
山
者
の
安
全
を
祈
願

　

３
月
17
日
、
吾
平
町
鵜う

ど戸
神
社
で「
平
成
27
年
度
吾
平

町
戦
没
者
合
同
慰
霊
祭
」が
開
催
さ
れ
、
遺
族
や
関
係
者

な
ど
約
１
０
０
人
が
参
列
し
ま
し
た
。

　

式
典
で
は
、
先
の
大
戦
で
祖
国
の
た
め
に
尊
い
命
を

捧
げ
た
人
々
の
御
霊
に
対
し
黙
と
う
を
捧
げ
た
後
、
吾

平
町
遺
族
会
会
長
が
式
辞
を
述
べ
ま
し
た
。

　

そ
の
後
、
玉
ぐ
し
奉
て
ん
、
吾
平
光こ
う
ぎ
ん吟
会
に
よ
る
献

詠
が
行
わ
れ
、
参
列
者
全
員
で
戦
没
者
の
冥
福
を
祈
り

ま
し
た
。

戦
没
者
の
冥
福
を
祈
る

　

３
月
10
日
、
上
谷
町
で「
土
砂
災
害
避
難
訓
練
」
が
行

わ
れ
ま
し
た
。

　

こ
れ
は
、
災
害
発
生
に
備
え
て
住
民
の
避
難
や
防
災

に
対
す
る
意
識
を
高
め
る
こ
と
を
目
的
に
行
わ
れ
た
も
の

で
、
地
域
住
民
を
は
じ
め
、
市
、
町
内
会
、
消
防
、
警
察

な
ど
関
係
者
１
０
８
人
が
参
加
。

　

訓
練
は
大
雨
に
よ
る
避
難
勧
告
が
発
令
さ
れ
た
と
い

う
想
定
で
行
わ
れ
、
参
加
者
同
士
協
力
し
合
い
な
が
ら
、

迅
速
に
避
難
を
し
て
い
ま
し
た
。

災
害
発
生
に
備
え
る

式　典

防　災
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３
月
30
日
、コ
ン
ク
リ
ー
ト
二
次

製
品
の
製
造
や
販
売
な
ど
を
展
開

す
る
株
式
会
社
シ
ー
ト
ッ
ク（
鹿
児

島
市
）が
、市
に
２
０
０
万
円
の
寄

附
を
さ
れ
ま
し
た
。

　

市
長
へ
目
録
を
手
渡
し
た
同
社

の
森
政ま
さ
ひ
ろ広
取
締
役
社
長
は
、「
平
成

13
年
に
東
原
町
に
鹿
屋
工
場
を
操

業
し
て
以
来
、鹿
屋
市
に
は
懇
切

丁
寧
な
ご
指
導
を
い
た
だ
い
た
。

今
回
は
こ
れ
ま
で
の
感
謝
の
意
味

を
込
め
て
寄
附
し
た
」と
話
さ
れ

ま
し
た
。

今
ま
で
の
感
謝
の
気
持
ち
を
込
め
て

　

３
月
14
日
、
10
月
に
行
わ

れ
た「
県
中
学
校
男
子
新
人
ソ

フ
ト
ボ
ー
ル
大
会
」で
優
勝
し
、

３
月
の「
都
道
府
県
対
抗
全
日

本
中
学
生
男
子
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル

大
会
」
に
出
場
す
る
Ａ
Ｌ
Ｌ
肝

属
中
学
男
子
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
ク

ラ
ブ
の
選
手
、
監
督
ら
が
市
役

所
を
表
敬
訪
問
し
ま
し
た
。

県
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
新
人
大
会
で
優
勝

　

３
月
16
日
、
１
月
に
行
わ
れ

た「
全
九
州
ア
ン
ダ
ー
ジ
ュ
ニ

ア
ボ
ク
シ
ン
グ
選
考
会
」
で
優

勝
し
、
３
月
の
全
日
本
大
会
に

出
場
す
る
大
久
保
航わ

た
るさ

ん（
寿

北
小
学
校
６
年
）、
荒
竹
一か
ず
ま真

さ
ん（
田
崎
中
学
校
１
年
）
が
市

役
所
を
表
敬
訪
問
し
ま
し
た
。

九
州
ジ
ュ
ニ
ア
ボ
ク
シ
ン
グ
で
優
勝

県
ち
び
っ
こ
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
で
優
勝

　

３
月
30
日
、
野
里
ソ
フ
ト

ボ
ー
ル
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
の
選

手
13
人
が
、
監
督
や
会
長
と
と

も
に
市
役
所
を
表
敬
訪
問
し
ま

し
た
。
こ
れ
は
同
チ
ー
ム
が
３

月
に
行
わ
れ
た「
第
42
回
鹿
児

島
県
ち
び
っ
こ
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル

大
会
」
で
優
勝
し
た
こ
と
か
ら

行
わ
れ
た
も
の
で
す
。

　

3
月
10
日
、
県
ト
ラ
ッ
ク
協

会
鹿
屋
支
部
の
皆
さ
ん
が
市
役

所
を
訪
れ
、
交
通
標
識
入
り
の

定
規
１
，
１
５
０
本
を
寄
贈
し

ま
し
た
。
こ
れ
は
、
市
内
各
小

学
校
の
新
入
学
児
童
に
交
通
標

識
を
覚
え
て
も
ら
い
、
交
通
安

全
に
役
立
て
て
も
ら
お
う
と
行

わ
れ
た
も
の
で
す
。

交
通
安
全
に
役
立
て
て

　

３
月
25
日
、
ト
ラ
イ
ア
ス
ロ

ン
日
本
代
表
の
選
手
、
監
督
、

コ
ー
チ
ら
が
市
役
所
を
表
敬
訪

問
し
ま
し
た
。
こ
れ
は
、
３
月

12
日
か
ら
27
日
ま
で
の
16
日

間
、
リ
オ
五
輪
に
向
け
て
本
市

を
中
心
に
強
化
合
宿
す
る
こ
と

に
伴
い
行
わ
れ
た
も
の
で
す
。

ト
ラ
イ
ア
ス
ロ
ン
チ
ー
ム
が
表
敬

ベ
ビ
ー
カ
ー
を
寄
贈

　

３
月
18
日
、
市
内
の
４
つ

の
会
社
で
構
成
す
る
団
体「
ク

ロ
ー
バ
ー
会
」
か
ら
ベ
ビ
ー

カ
ー
６
台
が
市
に
寄
贈
さ
れ
ま

し
た
。
同
団
体
は
平
成
元
年
か

ら
こ
の
活
動
を
続
け
て
お
り
、

頂
い
た
ベ
ビ
ー
カ
ー
は
市
役
所

本
庁
や
総
合
支
所
な
ど
で
活
用

さ
れ
ま
す
。

　

３
月
21
日
、
市
平
和
公
園
屋
内

練
習
場
で
サ
ッ
カ
ー
セ
ミ
ナ
ー
が

開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
れ
は
、
ゴ
ー
ル
キ
ー
パ
ー
を

対
象
と
し
た
セ
ミ
ナ
ー
で
、
平
成

32
年
の
か
ご
し
ま
国
体
に
向
け
て

競
技
力
の
向
上
や
指
導
者
の
資

質
向
上
を
図
ろ
う
と
行
わ
れ
た
も

の
。
参
加
者
は
、
講
師
の
鹿
児
島

実
業
高
校
と
鹿
児
島
城
西
高
校
の

コ
ー
チ
か
ら
専
門
的
な
ア
ド
バ
イ

ス
を
受
け
、
熱
心
に
耳
を
傾
け
て

い
ま
し
た
。

競
技
力
と
指
導
者
の
資
質
向
上
を
図
る

表　敬

スポーツ寄　贈
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sweet 10 anniversarysweet 10 anniversary
～2006年のグランドオープンから数えて10年目の節目を迎えることができました。～～2006年のグランドオープンから数えて10年目の節目を迎えることができました。～

　霧島ヶ丘公園に「ばら園」がはじ

めて整備されたのは平成５年です。

　平成18年に現在の規模にグランド

オープンしてから、今年で10周年の

節目を迎えます。

　春のばら祭りは、４月29日から６月５日までの38日

間開催されます。

　毎回、ばら祭りは市民協働で開催されていますが、

今回はステージイベントや体験講座などに30団体を

超える多くの市民の皆さんが参加します。

　また、今年は、10周年記念イベントや新ガーデン

の誕生など、新たな魅力を用意して、皆さまをお待ち

しています。

　市民憩いの場として、かのやばら園、霧島ヶ丘公園

にお越しください。

　　問かのやばら園　☎0994-40-2170

祝10周年

　かのやばら園グランドオープン10周年と指宿市のフ

ラワーパークかごしま開園20周年を記念して、２つの

施設を巡るスタンプラリーを行います。ばら祭り期間

中にスタンプを４つ集めて応募しよう。抽選でステキ

な商品をプレゼントします。

●フラワーパークかごしま
　フラワーフェスティバル2016
　期間：４月29日（金・祝）～５月５日（木・祝）

※ ばら祭りの期間中

は、どちらの年間

パスポートでも入

園できます。

かのやばら祭りかのやばら祭り
2016春 百万本のばらに抱いだかれ、癒いややされる。
４/29［FRI］～６/５［SUN］

かのやばら園　開園時間9：00～18：00
【入園料】
●一般：620円　●小・中・高生：110円
●年間パスポート（一般：1,860円／小・中・高生：310円）

　かのやばら園は、全国に先駆けて

満開を迎える南国のばら園です。特

に満開と呼ばれる期間は、５月上旬

から中旬となります。

　高温多湿を嫌うバラは、南国鹿児

島での栽培は難しいと言われてきましたが、品種改良や、

霧島ヶ丘公園の気候条件、そして関係者の努力により、日

本最大級のばら園としてオープンしました。

かのやばら園の魅力

�������
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�������	
	���������	
	��

�������	
�������	

����������������������������
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4月1日から
市役所の組織が一部変わりました
　市では地方創生の取り組みを推進して成果を確実にあげていくとともに、地域課題に的確に対応
するため、平成28年４月から市役所の組織の一部を見直しました。ここでは、市民の皆さんに関わ
りの深い内容を中心に、主な変更点をお知らせします。　問市総務課（３階）　☎0994-31-1127

旧担当課

地域政策課

市民生活課

産業建設課

旧担当課

商工観光課

新担当課 担当業務

住民サービス課
◎各種窓口（市民・税務・福祉）
◎地域イベント、消防・防災

産業建設課
◎農業・畜産業の振興
◎市道・農道等の維持管理など

◉地域政策課と市民生活課を統合して、住民サービス課としました。
◉窓口の取扱業務は、要介護認定の申請（業者分）など一部の業務を除き、これまでどおりです。
◉係制を廃止し、グループ制を導入しました。（グループ制の導入に伴い、串良総合支所の畜産振興室は廃止しました）

総合支所内の窓口再編1

新担当課 担当業務

商工振興課

◎雇用労政、商工鉱業振興施策の推進
◎商業施設等活用支援事業の推進
　（リノベーションまちづくり、中心市街地活性化）
◎消費生活センター業務
　※消費生活センターは産業支援センター（北田町）に移転しました。

ふるさと
ＰＲ課

◎観光振興事業（広域観光の推進）
◎ふるさと納税の推進
◎定住促進（空き家バンク事業は地域活力推進課が担当）
◎市外でのＰＲ、物販等活動の総合調整

◉商工観光課を「ふるさとＰＲ課」と「商工振興課」に再編しました。
◉「ふるさとＰＲ課」は地域の魅力発信とふるさとへの回帰推進に取り組みます。
◉  「商工振興課」は、従来の商工振興分野の業務に加え、リノベーションまちづくりなど商業施設等の活用支援事業を
推進します。また、消費生活センターは業務の広域化に伴い、産業支援センター内に移転しました。

商工観光課の再編（ふるさとＰＲ課の設置）2

※赤字は、課名の変更や場所の移動があった部署です。

鹿屋市役所本庁　　　フロア配置図2F

商
工

振
興
課
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◉  市有財産・跡地や公共施設を総合的に活用・管理していくため、財政課内に財産活用推進室を設置しました。

財産活用推進室の設置3

◉  平成32年の第75回国民体育大会（かごしま国体）の開催に向けて、
市民スポーツ課内に国体準備室を設置しました。

国体準備室の設置4

◉  ふるさとＰＲ課の設置等に伴い、地域活力推進課の担当事務を再編・整理し、
市内各地域の振興・活性化策を更に推進していく体制を整えます。

地域の振興・活性化策の更なる推進5

地域活力推進課の施策 担当業務

特定地域の振興の
企画立案

◎各地域の振興策の総括
◎地域振興施設の利活用方策の総括
◎地域振興関係計画の策定

地域コミュニティ ◎コミュニティ協議会活動の推進

協働推進、町内会
◎市民活動やＮＰＯの支援
◎町内会活動の支援

地域公共交通 ◎くるりんバス、路線バス

国際交流 ◎国際交流事業の推進

◉広報広聴課は政策推進課に統合しました。
◉  防衛施設周辺整備事業に関する業務につい
ては政策推進課が行います。

◉  重度心身障害者医療費助成制度の窓口が子
育て支援課から福祉政策課に変わりました。

その他の変更点6

【国体準備室の主な業務】
  実行委員会やボランティア団体の設立、競技別開催準備、施設整備

３課で実施していた業務を集約し、財産の管理活用施策を総合的に推進

旧担当課 担当業務

地域活力推進課  ◎指定管理者制度の総括

総務課
行財政改革推進室

 ◎公共施設管理計画の推進

各総合支所
産業建設課

 ◎市有財産・跡地の管理

新担当課 担当業務

財政課
財産活用推進室

◎指定管理者制度の総括
◎公共施設管理計画の推進
◎市有財産・跡地の活用

※赤字は、課名の変更や場所の移動があった部署です。

鹿屋市役所本庁　　　フロア配置図3F
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「
鹿
屋
市
支
え
愛
フ
ァ
ミ

リ
ー
住
宅
改
修
応
援
事

業
」を
ご
利
用
く
だ
さ
い

◎ 

内
容

※ 

昭
和
56
年
５
月
以
前
に
建
築
又
は

着
工
し
た
住
宅
の
改
修
工
事
等
に

つ
い
て
は
、
事
前
の
耐
震
診
断
に

よ
る
耐
震
性
の
確
認
が
必
要

※ 

高
校
生
以
下
の
子
ど
も
が
い
る
子

育
て
世
帯
で
、
３
世
代
（
親
・
子
・

「
美う

ま
し
さ
と里あ

い
ら
フ
ォ
ト
コ
ン

テ
ス
ト
」の
作
品
を
募
集

◎ 

テ
ー
マ
＝
吾
平
地
区
の
風
景
や
行

事
、
動
植
物　

な
ど

※
撮
影
時
期
は
不
問

◎ 

作
品
規
格
＝
Ａ
４
、
四
つ
切
り
又

は
ワ
イ
ド
四
つ
切
り

※
１
人
何
点
で
も
応
募
可
能

◎ 

応
募
方
法
＝
写
真
１
枚
ご
と
に
、

氏
名
・
住
所
・
年
齢
・
電
話
番
号
・

撮
影
日
時
及
び
場
所
・
タ
イ
ト
ル

を
記
入
し
た
も
の
を
添
付
し
、
直

接
持
参
又
は
郵
送

◎ 

応
募
期
間
＝
4
月
15
日
（
金
）
〜

5
月
15
日
（
日
）

◎ 

審
査
＝
美
里
吾
平
ふ
れ
あ
い
交
流

ス
ポ
ッ
ト
（
吾
平
商
店
街
内
）
に

応
募
作
品
を
展
示
し
、
来
場
者
に

よ
る
投
票
で
実
施

問 

美
里
吾
平
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
協
議
会

（
吾
平
振
興
会
館
内
）

　

〒
８
９
３ｰ

１
１
０
３

　

鹿
屋
市
吾
平
町
麓
３
４
０
８ｰ

１

☎
０
９
９
４ｰ
58ｰ

６
５
６
６

募
集
・
申
請

☎

孫
）
以
上
で
同
居
し
て
い
る
世
帯

に
は
助
成
額
の
上
乗
せ
有
り

◎ 

対
象
者
＝
市
内
に
居
住
及
び
住
民

登
録
し
て
お
り
、
市
税
を
滞
納
し

て
い
な
い
人

◎ 

施
工
業
者
＝
市
内
に
本
社
、
支
社
、

営
業
所
等
を
有
す
る
法
人
又
は
市

内
に
住
所
を
有
す
る
個
人
業
者

◎ 

事
前
申
込

○ 

期
間
＝
６
月
６
日
（
月
）
〜
10
日

（
金
）

○ 
時
間
＝
９
時
〜
17
時

○ 
場
所
＝
市
役
所
４
階
４
０
１
会
議

室
○ 

申
込
方
法
＝
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
又

は
市
建
築
住
宅
課
・
各
総
合
支
所

産
業
建
設
課
に
あ
る
申
込
書
類
を

直
接
持
参

※
申
込
多
数
の
場
合
は
後
日
抽
選

◎ 

そ
の
他
＝
施
工
業
者
向
け
の
事
業

内
容
説
明
会
を
４
月
27
日
（
水
）

10
時
か
ら
市
役
所
７
階
大
会
議
室

で
開
催

問 

市
建
築
住
宅
課
（
４
階
）

　

☎
０
９
９
４ｰ

31ｰ

１
１
２
９

問肝属地区環境ふれあい館　☎ 0994-62-8101　℻ 0994-62-8102

№ 講　　座　　名 期　日 時　間 対象者 定員 応募期限
1 自転車整備講座   5/15（日）   9:00 ～ 12:00  成人又は親子    1 組

  4/27（水）2 布ぞうり作り   5/18（水）   9:30 ～ 15:00  成人    5 人
3 木工講座～本棚作り～   5/22（日）   9:30 ～ 12:00  親子    3 組

4 パッチワークで手作りバッグ作り ２回講座   6/16（木）
   ・23（木）   9:00 ～ 12:00  成人  10 人

  5/31（火）5 自転車整備講座   6/19（日）   9:00 ～ 12:00  成人又は親子    1 組
6 木工＆布ぞうり作り～編み台作りから編み方まで～   6/30（木）   9:00 ～ 15:00  成人    5 人
7 木工講座～虫かご作り～   7/17（日）   9:30 ～ 12:00  親子    5 組

  6/30（木）
8 布ぞうり作り   7/20（水）   9:30 ～ 15:00  成人    5 人
9 染めてよう！たまねぎの皮でハンカチリメイク   7/24（日） 10:00 ～ 12:00  親子  10 組
10 自転車整備講座   7/24（日）   9:00 ～ 12:00  成人又は親子    1 組
11 タイル DEリメイク～ブックエンド～   7/31（日） 10:00 ～ 12:00  成人又は親子  10 組

～肝属地区環境ふれあい館 講座の受講生を募集～～肝属地区環境ふれあい館 講座の受講生を募集～

※ 自転車整備講座は上の表以外の期日での受講も相談
可能
※ 牛乳パック紙すき（ハガキ作り）、エコポット作り、
廃食油石けん作り、新聞紙エコバッグ作り、牛乳パッ
ク工作等の講座は随時受付

◎受講料＝無料　※材料費が必要な講座有り
◎ 応募方法＝ 直接来館又は電話で応募するか、氏名・年齢・

住所・電話番号・講座名を記入し FAX
※受付期間＝ 9:00 ～ 17:00（月曜休館）

対象住宅 内容 助成上限額 予定件数
昭和56年６月
以降に建築又
は着工した住宅

住宅改修（リフォーム）費
用の一部を助成 20万円

子育て世帯     100 件
その他の世帯 110 件
         計            210 件

昭和 56年５月
以前に建築又
は着工した住宅

耐震診断費用の一部を助成 10万円 10件
耐震改修工事費用の一部を
助成 60万円   5 件

耐震診断・耐震改修工事と
併せて行う住宅改修（リフ
ォーム）費用の一部を助成

30万円 10件

応
募
待
っ
て
ま
す
！

報掲示板情
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「
国
民
健
康
保
険
・
後
期
高

齢
者
医
療
」
人
間
ド
ッ
ク

の
受
診
者
を
募
集

〈
国
民
健
康
保
険
〉

◎ 

対
象
者
＝
次
の
す
べ
て
の
要
件
を

満
た
す
人

○ 

受
診
日
現
在
、
30
歳
以
上
の
国
民

健
康
保
険
の
被
保
険
者
で
あ
る
こ

と
○ 

平
成
27
年
度
分
の
国
民
健
康
保
険

税
を
完
納
し
て
い
る
世
帯
の
人
で
、

人
間
ド
ッ
ク
の
検
査
結
果
の
提
供

に
承
諾
で
き
る
こ
と

◎
定
員

○
一
般
ド
ッ
ク
＝
３
２
５
人

○
脳
ド
ッ
ク
＝
90
人

○
が
ん
ド
ッ
ク
＝
40
人

〈
後
期
高
齢
者
医
療
〉

◎ 

対
象
者
＝
次
の
す
べ
て
の
要
件
を

満
た
す
人

○ 

受
診
日
現
在
、
後
期
高
齢
者
医
療

の
被
保
険
者
で
あ
る
こ
と

○ 

平
成
27
年
度
分
の
後
期
高
齢
者
医

療
保
険
料
を
完
納
し
て
い
る
人
で
、

人
間
ド
ッ
ク
の
検
査
結
果
の
提
供

に
承
諾
で
き
る
こ
と

◎
定
員

○
一
般
ド
ッ
ク
＝
75
人

○
脳
ド
ッ
ク
＝
30
人

○
が
ん
ド
ッ
ク
＝
15
人

〈
共
通
事
項
〉

◎
助
成
額

○
一
般
ド
ッ
ク
＝
１
６
，
５
０
０
円

○
脳
ド
ッ
ク
＝
１
８
，
０
０
０
円

○
が
ん
ド
ッ
ク
＝
５
０
，
０
０
０
円

◎ 

実
施
期
間
＝
７
月
１
日
（
金
）
〜

平
成
29
年
３
月
31
日
（
金
）

◎ 

応
募
方
法
＝
健
康
保
険
被
保
険
者

証
及
び
印
鑑
を
直
接
持
参

◎ 

応
募
期
間
＝
５
月
10
日
（
火
）
〜

31
日
（
火
）

◎
そ
の
他

○ 

応
募
は
一
般
ド
ッ
ク
、
脳
ド
ッ
ク
、

が
ん
ド
ッ
ク
の
い
ず
れ
か
一
つ
の

み
可
能

○
定
員
を
超
え
た
場
合
、
昨
年
度
の

未
受
診
者
を
優
先
し
、
残
り
の

定
員
は
抽
選

○
人
間
ド
ッ
ク
と
特
定
・
長
寿
健
診

の
重
複
受
診
は
不
可

問 

市
健
康
保
険
課
（
１
階
⑤
・
⑥
番

窓
口
）

　

☎
０
９
９
４ｰ

31ｰ

１
１
６
２

　

各
総
合
支
所
住
民
サ
ー
ビ
ス
課

「
鹿
児
島
県 

食
の
安
心
・
安

全
推
進
パ
ー
ト
ナ
ー
」
を

募
集

　

食
品
表
示
の
制
度
改
正
な
ど
、
食

の
安
心
・
安
全
に
関
す
る
様
々
な
最

新
情
報
を
月
２
回
配
信
す
る
「
食
の

安
心
・
安
全
情
報
メ
ー
ル
」
を
受
け

取
る
こ
と
が
で
き
る
「
鹿
児
島
県
食

の
安
心
・
安
全
推
進
パ
ー
ト
ナ
ー
」

を
募
集
し
ま
す
。

◎ 

対
象
者
＝
県
内
に
居
住
又
は
勤
務

す
る
人
や
事
務
所
を
有
す
る
団

体
・
企
業
・
学
校
な
ど
で
、
パ
ソ

コ
ン
又
は
携
帯
電
話
で
の
メ
ー
ル

受
信
が
可
能
な
人

◎  

応
募
方
法
＝
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ（https:

　

//w
w
w
.pref.kagoshim

a.jp/

）

　

 

の
登
録
申
込
フ
ォ
ー
ム
か
ら
申
し

　

込
む
か
、
登
録
申
込
書
を
ダ
ウ
ン

　

ロ
ー
ド
し
郵
送
、
メ
ー
ル
又
は
Ｆ

　

Ａ
Ｘ

◎ 

そ
の
他
＝
メ
ー
ル
の
通
信
料
は
受

信
者
負
担

問 

県
食
の
安
全
推
進
課

　

〒
８
９
９ｰ

８
５
７
７

　

鹿
児
島
市
鴨
池
新
町
10ｰ

１

　

☎
０
９
９ｰ

２
８
６ｰ

２
８
８
８

　

℻
０
９
９ｰ

２
８
６ｰ

５
５
８
８

　

s-suisin@
pref.kagoshim

a.lg.

　

jp

事業名 売れる商品づくり応援事業 かのや逸品ビジネス
マッチング支援事業

商品開発プロジェクト
活動支援事業

内容 商品の開発及び品質向上、技術開
発に要する経費の一部を助成

商品の販路開拓に必要な展示会、
商談会等への参加に要する経費の
一部を助成

商品の開発や販路開拓を行うため
の組織の活動に要する経費の一部
を助成

対象者 地域資源を活用した商品開発に取
り組む個人又は団体

地域資源を活用した商品の販路開
拓に取り組む個人又は団体

地域資源を活用した商品開発又は
販路開拓に取り組む３者以上で構
成された団体

補助率 対象経費の 1/2 以内 対象経費の 8/10 以内

補助
上限額

50 万円
（大隅加工技術研究センターを
活用した場合は 100 万円）

国内＝    8 万円
国外＝ 20 万円 30 万円

申請方法 窓口又は電話で確認

申請期限 予算額に達し次第受付終了

地域６次産業化推進事業補助金をご活用ください地域６次産業化推進事業補助金をご活用ください
　地域資源を活用した商品開発や販路開拓等に取り組んでいる個人や団体に、その一部を助成します。

問市産業振興課（２階）　☎ 0994-31-1180
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鹿
屋
市
市
民
活
動
支
援
事

業
の
企
画
案
を
募
集

◎ 
対
象
と
な
る
事
業
＝
地
域
社
会
の

課
題
の
解
決
に
つ
な
が
る
次
の
事

業
○ 

市
内
で
実
施
さ
れ
、
活
動
の
主
な

効
果
が
市
内
で
生
じ
る
事
業

○ 

市
民
活
動
団
体
が
自
主
的
か
つ
主

体
的
に
取
り
組
み
、「
新
た
に
行

う
活
動
」
で
継
続
性
が
見
込
ま
れ

る
事
業

※
次
の
事
業
は
補
助
対
象
外

○
調
査
や
学
術
研
究
を
目
的
と
す
る

事
業

○ 

団
体
の
活
動
拠
点
と
な
る
施
設
等

の
建
設
及
び
整
備
を
目
的
と
す
る

事
業

○ 

国
・
県
又
は
市
の
他
の
制
度
に
よ

る
委
託
又
は
補
助
・
助
成
を
受
け

て
い
る
、
又
は
受
け
る
見
込
み
の

あ
る
事
業

◎ 

対
象
団
体
＝
次
の
す
べ
て
の
要
件

に
該
当
す
る
団
体

○ 

市
内
に
活
動
拠
点
を
持
っ
て
お
り
、

市
内
を
中
心
に
活
動
し
て
い
る
市

民
活
動
団
体
で
あ
る
こ
と

○ 

５
人
以
上
の
会
員
で
組
織
し
、
活

動
を
継
続
で
き
る
体
制
を
も
っ
て

い
る
こ
と

○ 

団
体
の
運
営
に
関
す
る
規
約
（
又

は
会
則
等
）
が
あ
る
こ
と

○ 

政
治
活
動
、
宗
教
活
動
を
目
的
と

し
た
団
体
で
は
な
い
こ
と

○ 

団
体
が
法
人
の
場
合
は
市
税
の
滞

納
が
無
い
こ
と

○ 

そ
の
他
公
共
の
福
祉
に
反
す
る
活

動
を
し
て
い
な
い
こ
と

◎ 

補
助
金
額
＝
補
助
対
象
経
費
の
５

分
の
４
以
内
の
額
（
50
万
円
を
上

限
）。
採
択
回
数
に
よ
っ
て
補
助

率
に
違
い
有
り

◎ 

実
施
期
間
＝
補
助
金
の
交
付
決
定

日
（
６
月
下
旬
頃
）
か
ら
平
成
29

年
３
月
12
日
（
日
）
ま
で

◎ 
応
募
方
法
＝
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
又

は
市
地
域
活
力
推
進
課
、
各
総
合

支
所
に
あ
る
応
募
用
紙
を
直
接
持

参
又
は
郵
送

◎ 

応
募
期
間
＝
４
月
13
日
（
水
）
〜

５
月
11
日
（
水
）

問
市
地
域
活
力
推
進
課
（
３
階
）

　

☎
０
９
９
４ｰ

31ｰ

１
１
４
７

「
市
民
の
た
め
の
水
中
運
動

教
室
」の
参
加
者
を
募
集

◎ 

内
容
＝
ア
ク
ア
ビ
ク
ス
を
は
じ
め

と
す
る
水
中
運
動
教
室

◎ 

期
間
＝
５
月
６
日
（
金
）
〜
６
月

10
日
（
金
）

※
毎
週
金
曜
日
（
全
６
回
）

◎
時
間
＝
13
時
30
分
〜
14
時
30
分

◎ 

場
所
＝
メ
ル
ヘ
ン
ス
ポ
ー
ツ
鹿
屋

（
新
川
町
）

◎ 

対
象
者
＝
健
康
に
興
味
の
あ
る
65

歳
以
上
の
人

◎ 

定
員
＝
20
人
（
定
員
に
な
り
次
第

締
め
切
り
）

◎
参
加
料
＝
無
料

◎ 

準
備
す
る
も
の
＝
水
着
、
ス
イ
ム

キ
ャ
ッ
プ
、
タ
オ
ル　

な
ど

◎ 

応
募
方
法
＝
メ
ル
ヘ
ン
ス
ポ
ー
ツ

鹿
屋
（
☎
０
９
９
４ｰ

43ｰ

９
５

４
０
）
に
電
話

◎ 

そ
の
他
＝
バ
ス
に
よ
る
送
迎
を
希

望
す
る
人
は
事
前
に
相
談
が
必
要

問
市
民
ス
ポ
ー
ツ
課
（
５
階
）

　

☎
０
９
９
４ｰ

31ｰ

１
１
３
９

「
障
害
者
差
別
解
消
法
」
が

施
行
さ
れ
ま
し
た

　

4
月
1
日
（
金
）
か
ら
「
障
害
者

差
別
解
消
法
」
が
施
行
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
法
律
は
、
障
が
い
を
理
由
と

す
る
差
別
の
解
消
の
推
進
に
関
す
る

基
本
的
な
事
項
や
措
置
な
ど
を
定
め
、

す
べ
て
の
国
民
が
障
が
い
の
有
無
で

分
け
隔
て
ら
れ
る
こ
と
な
く
、
相
互

に
尊
重
し
合
い
な
が
ら
共
生
す
る
社

会
を
実
現
す
る
た
め
に
制
定
さ
れ
ま

し
た
。

◎
主
な
内
容

○ 

障
が
い
を
理
由
と
し
て
、
正
当
な

理
由
な
く
、
サ
ー
ビ
ス
提
供
の
拒

否
や
制
限
、
条
件
を
付
け
る
こ
と

の
禁
止

○ 

障
が
い
の
あ
る
人
か
ら
何
ら
か
の

配
慮
を
求
め
る
意
思
の
表
明
が

あ
っ
た
場
合
に
は
、
負
担
に
な
り

過
ぎ
な
い
範
囲
で
、
社
会
的
障
壁

を
取
り
除
く
た
め
に
必
要
で
合
理

的
な
配
慮
が
必
要
（
民
間
事
業
者

は
努
力
義
務
）

※ 

知
的
障
が
い
等
に
よ
り
本
人
が
自

ら
の
意
思
を
表
明
す
る
こ
と
が
困

難
な
場
合
に
は
、
そ
の
家
族
な
ど

が
本
人
を
補
佐
し
て
意
思
の
表
明

す
る
こ
と
も
可
能

問 

市
福
祉
政
策
課（
１
階
⑲
番
窓
口
）

　

☎
０
９
９
４ｰ

31ｰ

１
１
１
３

ブ
ッ
ク
ス
タ
ー
ト
を
行
っ

て
い
ま
す

　

市
立
図
書
館
で
は
、
絵
本
を
通
し

て
楽
し
く
優
し
い
時
間
を
親
子
で
過

ご
し
て
も
ら
う
た
め
に
、
市
保
健
相

談
セ
ン
タ
ー
で
実
施
し
て
い
る
７
か

月
児
健
診
時
に
、
絵
本
の
読
み
聞
か

せ
の
実
演
と
絵
本
の
プ
レ
ゼ
ン
ト
を

行
っ
て
い
ま
す
。
家
庭
で
の
読
み
聞

か
せ
に
お
役
立
て
く
だ
さ
い
。

問 
市
立
図
書
館

　

☎
０
９
９
４ｰ

43ｰ

９
３
８
０

「
春
の
農
作
業
事
故
ゼ
ロ
運

動
」を
実
施
し
て
い
ま
す

　

農
作
業
事
故
は
農
繁
期
に
多
発
す

る
こ
と
か
ら
、
県
で
は
4
月
か
ら
6

月
ま
で
の
３
か
月
間
、「
春
の
農
作

業
事
故
ゼ
ロ
運
動
」
を
実
施
し
、
農

作
業
事
故
の
未
然
防
止
を
広
く
県
民

に
呼
び
か
け
て
い
ま
す
。

　

平
成
27
年
に
は
農
作
業
中
の
死
亡

事
故
が
9
件
発
生
し
、
依
然
と
し
て

無
く
な
ら
な
い
状
況
で
す
。

　

県
内
で
実
施
し
た
ア
ン
ケ
ー
ト
で

は
、
50
歳
代
以
降
、
経
験
を
積
む
ほ

ど
慣
れ
が
生
じ
、
農
作
業
に
お
け
る

危
険
性
を
感
じ
な
く
な
る
傾
向
が
み

ら
れ
ま
し
た
。

　

農
業
現
場
で
は
危
険
な
状
態
で
作

業
を
行
っ
て
い
る
ケ
ー
ス
が
多
く
見

ら
れ
ま
す
。
作
業
環
境
を
第
三
者
の

目
で
見
て
も
ら
い
、
農
作
業
事
故
防

止
に
努
め
ま
し
ょ
う
。

問 

県
経
営
技
術
課

　

☎
０
９
９ｰ

２
８
６ｰ

３
１
５
５

お
知
ら
せ

報掲示板情
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食
生
活
の
改
善
で
脳
卒
中

を
予
防
し
ま
し
ょ
う

　

脳
卒
中
の
県
内
の
死
亡
者
率
は
、

全
国
の
１
・
４
倍
と
高
い
状
況
が
続

い
て
い
ま
す
。

　

脳
卒
中
予
防
の
基
本
は
、
減
塩
な

ど
食
生
活
の
改
善
と
適
度
な
運
動
で

す
。
県
で
は
県
栄
養
士
会
の
協
力
の

も
と
、
食
塩
が
少
な
く
野
菜
た
っ
ぷ

り
で
、
脂
質
も
控
え
め
の
家
庭
で
簡

単
に
作
れ
る
メ
ニ
ュ
ー
を
掲
載
し
た

「
か
ん
た
ん
ヘ
ル
シ
ー
減
塩
レ
シ
ピ

集
」
を
作
成
し
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

（https://w
w
w
.pref.kagoshim

a.

jp

）
で
紹
介
し
て
い
ま
す
。

　

こ
の
ほ
か
、
食
塩
を
無
理
な
く
減

ら
す
7
つ
の
ポ
イ
ン
ト
や
、
総
菜
や

外
食
選
び
の
コ
ツ
、
調
味
料
に
含
ま

れ
る
食
塩
量
な
ど
、
食
生
活
の
改
善

に
関
す
る
情
報
も
掲
載
し
て
い
ま
す

の
で
、
ぜ
ひ
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

問 

県
健
康
増
進
課

　

☎
０
９
９ｰ

２
８
６ｰ

２
７
１
７

図
書
館
ま
つ
り

◎ 

内
容
＝
ブ
ッ
ク
リ
サ
イ
ク
ル
（
本

の
無
償
提
供
）、高
校
生
パ
フ
ォ
ー

マ
ン
ス
、
ミ
ニ
ゲ
ー
ム
、
火
お

こ
し
・
ま
が
玉
作
り
体
験
、
バ

ル
ー
ン
ア
ー
ト
教
室
、
食
育
レ
ン

ジ
ャ
ー
シ
ョ
ー
、
親
子
で
ピ
ザ
作

り
体
験
（
材
料
費
が
必
要
）　

な

ど
※ 

親
子
で
ピ
ザ
作
り
体
験
は
、
９
時

か
ら
事
前
受
付
し
、
定
員
に
な
り

次
第
締
め
切
り

◎ 

日
時
＝
５
月
８
日
（
日
）　

９
時

45
分
〜
15
時

◎
場
所
＝
市
立
図
書
館

◎
入
場
料
＝
無
料

問 

市
立
図
書
館

　
 

☎
０
９
９
４ｰ

43ｰ

９
３
８
０

ハ
ン
セ
ン
病
市
民
学
会 

第

12
回
総
会
・
交
流
集
会
in

鹿
屋

◎ 

内
容
＝
ハ
ン
セ
ン
病
問
題
や
ハ
ン

セ
ン
病
療
養
所
の
現
状
と
課
題
に

つ
い
て
学
ぶ
「
市
民
学
会
」

◎ 

参
加
料
＝
２
日
間
１
，
０
０
０
円

（
レ
セ
プ
シ
ョ
ン
参
加
料
を
除
く
）

※
高
校
生
以
下
は
無
料

◎ 

レ
セ
プ
シ
ョ
ン
参
加
料
（
前
売
）

　

一
般
＝
４
，
０
０
０
円

　

学
生
＝
２
，
０
０
０
円

※ 

当
日
は
席
に
限
り
有
り

問 

ハ
ン
セ
ン
病
市
民
学
会
現
地
実
行

委
員
会
事
務
局

　

 

☎
０
９
９
４ｰ

44ｰ

９
６
８
７

家
庭
倫
理
講
演
会

◎ 

内
容
＝
家
庭
の
絆
に
つ
い
て
の
講

演
会

◎ 

講
師
＝
中
川 

ヤ
ス
エ 

氏
（
倫
理

研
究
所
）

◎ 

日
時
＝
５
月
22
日
（
日
）　

10
時

〜
11
時
40
分

◎ 

場
所
＝
リ
ナ
シ
テ
ィ
か
の
や
３
階

ホ
ー
ル

◎
入
場
料
＝
１
，
０
０
０
円

問 
家
庭
倫
理
の
会
（
前
之
園
）

　

 
☎
０
９
０ｰ

７
９
２
７ｰ

４
５
０
３

肝
属
地
区
障
が
い
者
基
幹

相
談
支
援
セ
ン
タ
ー
巡
回

相
談

◎ 

内
容
＝
障
害
福
祉
サ
ー
ビ
ス
の
こ

と
、
家
族
に
関
す
る
悩
み
等
の
相

談
◎ 

日
時
＝
５
月
25
日
（
水
）　

９
時

〜
11
時
30
分

※
事
前
予
約
者
を
優
先

◎
場
所
＝
輝
北
総
合
支
所

◎ 

電
話
相
談
等
＝
次
の
窓
口
で
電
話

や
メ
ー
ル
で
の
相
談
も
随
時
受
付

問 

肝
属
地
区
障
が
い
者
基
幹
相
談
支

援
セ
ン
タ
ー

　

 

☎
０
９
９
４ｰ

35ｰ

４
８
０
１

リ
ナ
フ
ェ
ス
タ
２
０
１
６

◎
主
な 

内
容

○ 

10
ｍ
の
ロ
ー
ル
ケ
ー
キ
の
振
る
舞

い
○ 

お
お
す
み
ハ
ナ
マ
ル
シ
ェ
＝
大
隅

の
こ
だ
わ
り
の
品
を
集
め
た
マ
ー

ケ
ッ
ト

○ 

か
の
や
グ
ル
メ
広
場
＝
黒
豚
カ

レ
ー
プ
リ
モ
コ
、
か
の
や
豚
ば
ら

丼
の
出
店
（
予
定
）

◎ 

日
時
＝
５
月
３
日
（
火
・
祝
）　

10
時
〜
16
時

◎ 
場
所
＝
リ
ナ
シ
テ
ィ
か
の
や
、
水

辺
ス
テ
ー
ジ
、
国
道
２
６
９
号
歩

行
者
天
国

問 

街
の
に
ぎ
わ
い
づ
く
り
協
議
会　

　

 

☎
０
９
９
４ｰ

45ｰ

６
０
０
４

と
っ
て
お
き
の
音
楽
祭
in

か
の
や

◎ 

内
容
＝
障
が
い
の
あ
る
人
も
無
い

人
も
一
緒
に
音
楽
を
楽
し
み
、
音

楽
の
チ
カ
ラ
で
心
の
バ
リ
ア
フ

リ
ー
を
目
指
す
音
楽
祭

◎ 

日
時
＝
５
月
３
日
（
火
・
祝
）　

10
時
〜
17
時

◎ 

場
所
＝
リ
ナ
シ
テ
ィ
か
の
や
水
辺

ス
テ
ー
ジ
、
中
央
地
区
商
店
街
特

設
会
場

◎
観
覧
料
＝
無
料

問 

と
っ
て
お
き
の
音
楽
祭
in
か
の
や

実
行
委
員
会
（
吉
永
）

　

 

☎
０
８
０ｰ

２
７
５
８ｰ

１
６
５
４

イ
ベ
ン
ト

相談内容 電話・メール相談窓口

身体障がいに
関する相談

   ☎ 0994-35-4801
   soudan-shintai
   @chime.ocn.ne.jp

知的障がいに
関する相談

   ☎ 0994-35-4802
   soudan-chiteki
   @chime.ocn.ne.jp

精神障がいに
関する相談

   ☎ 0994-35-4803
   soudan-seishin
   @chime.ocn.ne.jp

日時 時間 内容 場所

5/14（土）

13:00 ～ 総会
シンポジウム 市文化会館

18:30 ～ レセプション ホテルさつき苑

5/15（日）  9:00 ～
分科会、園内
フィールド
ワーク

星塚敬愛園

K a n o y a  I n f o r m a t i o n

23  Kanoya City Public Relations



40歳の市民はがん検診が無料です！

◎大隅肝属地区消防組合テレホンサービス 
　☎ 0994-43-0119
　平日／午後 5時から夜間救急当番医を案内
　※ただし、火災発生時は一時火災情報に変わります。
　休日／休日救急当番医及び歯科休日急患在宅医を案内

肝属東部医師会 診療時間 9:00 ～ 17:00

月　日 医療機関 住　所 電話（0994）

4月17日
入佐内科 吾平町麓 58-7006
黎明脳神経外科医院 串良町上小原 63-7878

24日
高山胃腸科・外科 肝付町前田 65-7171
児玉医院 東串良町川東 63-8522

5月  1日
春陽会中央病院 肝付町新富 65-1170
内村産婦人科 串良町岡崎 63-2521

8日
山内クリニック 肝付町前田 65-8181
新中須医院 東串良町池之原 63-2010

15日
ルミコ医療ステーション 肝付町新富 65-0921
山路医院 東串良町池之原 63-2134

鹿屋市歯科医師会 診療時間 9:00 ～ 15:00

月　日 医療機関 住　所 電話（0994）
4月17日 ひらたデンタルクリニック 札元1丁目 45-4929
24日 水口歯科医院 寿2丁目 43-4635
29日 吉留歯科医院 旭原町 42-3708

5月   1日 四元歯科医院 西原1丁目 42-2687
3日 あおぞら歯科 西原1丁目 36-5688
4日 あさい歯科 笠之原町 41-5100
5日 安楽歯科 寿5丁目 44-2220
8日 おおやま歯科クリニック 寿4丁目 43-3210
15日 安代歯科医院 北田町 42-2936

休日救急当番医・歯科休日急患在宅医４月・５月
鹿屋市医師会 診療時間 8:30 ～ 18:00

月　日 医療機関 住　所 電話（0994）

4月17日
 中原クリニック 横山町 48-2011
 えとう小児科 札元2丁目 40-3700
  検見崎病院 西原1丁目 43-2991

24日
 末次内科循環器科 新生町 43-2331
 こだま小児科 笠之原町 41-5111
 村上整形外科医院 今坂町 41-2511

 29日
 児玉上前共立病院 寿5丁目 43-2510
 児玉上前共立病院 寿5丁目 43-2510
 小林クリニック 上谷町 41-0700

5月  1日
 浜崎クリニック 向江町 43-3305
 おひさまこどもクリニック 新川町 42-7822
 鮫島整形外科病院 寿1丁目 43-2535

3日
 鹿屋ハートセンター 札元2丁目 41-8100
 こだま小児科 笠之原町 41-5111
  はるしま整形外科クリニック 旭原町 41-2211

4日
 池田病院 下祓川町 43-3434
 まつだこどもクリニック 西原2丁目 52-0507
 そえじまクリニック 旭原町 41-6800

5日
 みやぞのクリニック 田崎町 40-4600
 えとう小児科 札元2丁目 40-3700
  よしどめ整形外科 川西町 31-1700

8日
 中塩医院 西原1丁目 43-2489
 やのファミリークリニック 寿4丁目 43-6248
 大隅鹿屋病院 新川町 40-1111

 15日
 前田内科 本町 42-2175
 まつだこどもクリニック 西原2丁目 52-0507
  恒心会おぐら病院 笠之原町 44-7171

　市が実施する検診は、30歳代検診や子宮がん検診を除

き、40歳から受診可能ですが、例年40歳・50歳代の受診

者が少なく、特に男性はその傾向にあります。

　「忙しいから」「元気だから」といった理由から「受診し

ない習慣」が身に付いてしまうことがあります。最近では

若年層でも高血糖、高血圧、脂質異常による動脈硬化を

指摘される人もおり、「もっと早くから気を付けていれば

…」「分かっていたけど…」という言葉をよく耳にします。

　市では40歳を重点年齢としており、年度末年齢が40歳

の人は無料でがん検診が受診できます。平成28年度から

は新たに胃がん検診や前立腺PSA検診、腹部超音波検査も

追加しました。ぜひ受診してください。

◎ 40歳のがん検診
○内容
　がん検診＝前立腺 PSA（男性）、子宮・乳（女性）、
　　　　　　胃、肺、大腸

　検査＝腹部超音波検査、肝炎ウイルス
○ 平成 28 年度対象者＝昭和 51 年４月１日から昭和 52
年３月 31日までに生まれた人

問市保健相談センター　☎0994-41ｰ2110　

※「テレホンガイドかのや」による休日救急当番医等の案内は
　３月 31日で終了しました。

年齢 男性 女性
20歳代 － － 194人 1.7%
30歳代 37人 0.7% 781人 7.0%
40歳代 271人 5.4% 1,631人 14.6%
50歳代 442人 8.7% 1,783人 15.9%
60歳代 1,716人 33.9% 3,052人 27.2%
70歳代 1,739人 34.4% 2,604人 23.3%
80歳代 855人 16.9% 1,156人 10.3%
合計 5,060人 100.0% 11,201人 100.0%

�������	
��������（実人数）
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市
民
のひ

ろ
ば

高
校
生
ミ
ュ
ー
ジ
カ
ル「
ヒ
メ
と
ヒ

コ
」
を
観
に
行
っ
て
き
ま
し
た
。

地
元
に
関
す
る
歴
史
を
題
材
に
し
つ
つ
、

奄
美
と
の
交
流
も
絡
め
随
所
に
島
唄
を

入
れ
る
な
ど
、
と
て
も
作
り
こ
ま
れ
た

ミ
ュ
ー
ジ
カ
ル
で
し
た
。
演
じ
て
い
る
高

校
生
の
若
さ
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
が
た
く
さ
ん

詰
ま
っ
て
い
る
作
品
で
、
県
内
だ
け
で
な

く
全
国
に
発
信
し
た
い
名
作
だ
と
思
い
ま

す
。
上
演
に
携
わ
っ
て
き
た
方
々
、
本
当

に
お
疲
れ
様
で
し
た
。
そ
し
て
あ
り
が
と

う
ご
ざ
い
ま
し
た
。（
ば
ら
ら
ち
ゃ
んcute

さ
ん
・
38
歳
・
女
性
）

　
「
ヒ
メ
と
ヒ
コ
〜
あ
る
王
の
物
語
〜
」
は
、

平
成
20
年
に
県
内
初
の
高
校
生
ミ
ュ
ー
ジ

カ
ル
と
し
て
公
演
し
て
か
ら
今
年
で
８
年
目

を
迎
え
ま
し
た
。
演
出
家
の
松
永
太
郎
さ

ん
が
１
，５
０
０
年
前
の
大
隅
と
奄
美
の
交

流
を
テ
ー
マ
に
作
っ
た
作
品
で
、
吾
平
で
発

掘
さ
れ
た
古
墳
時
代
の
象ぞ
う
が
ん
そ
う
た
ち

嵌
装
大
刀
の
エ

ピ
ソ
ー
ド
を
加
え
る
な
ど
、
演
じ
る
高
校
生

た
ち
が
心
か
ら「
大
隅
大
好
き
。」
と
叫
ぶ
感

動
的
な
ミ
ュ
ー
ジ
カ
ル
で
す
ね
。
こ
れ
か
ら

も
こ
の
よ
う
な
文
化
を
通
じ
て
、
故
郷
の
良

さ
を
全
国
に
発
信
で
き
れ
ば
と
思
い
ま
す
。

ス
ポ
ー
ツ
が
好
き
な
の
で
、
ス
ポ
ー

ツ
合
宿
に
つ
い
て
の
特
集
が
面

白
か
っ
た
で
す
。
自
転
車
プ
ロ
チ
ー
ム
の

設
立
や
合
宿
の
誘
致
な
ど
市
が
ス
ポ
ー
ツ

に
力
を
入
れ
て
る
事
が
良
く
分
か
り
ま
し

た
。
こ
れ
か
ら
も「
ス
ポ
ー
ツ
健
康
都
市

か
の
や
」
と
し
て
ス
ポ
ー
ツ
に
力
を
入
れ

て
欲
し
い
で
す
。（
Ｈ
・
Ｔ
さ
ん
・
21
歳
・

男
性
）

　

鹿
屋
市
は
、
市
民
の
皆
さ
ん
が
体
力
や

年
齢
、
目
的
な
ど
に
応
じ
て「
い
つ
で
も
、

ど
こ
で
も
、
い
つ
ま
で
も
」
ス
ポ
ー
ツ
を
楽

し
む
こ
と
が
で
き
る
生
涯
ス
ポ
ー
ツ
の
振
興

は
も
ち
ろ
ん
で
す
が
、
将
来
の
オ
リ
ン
ピ
ッ

ク
選
手
や
国
体
選
手
を
輩
出
す
る
よ
う
に

鹿
屋
体
育
大
学
と
連
携
し
て
競
技
力
の
向

上
も
目
指
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
県
内
初
の

プ
ロ
自
転
車
チ
ー
ム「C

シ
エ
ル

IEL B

ブ
ル
ー

LEU
」も
み
ん

な
で
応
援
し
て
い
き
た
い
で
す
ね
。

春
の
様
な
陽
ざ
し
が
心
地
よ
く
、
最

近
歩
き
始
め
た
孫
を
連
れ
て
、
中

央
公
園
へ
散
歩
に
行
き
ま
し
た
。
し
か
し

駐
車
場
に
着
い
た
ら
、
白
線
が
ほ
と
ん
ど

見
え
ま
せ
ん
。
春
に
な
り
た
く
さ
ん
の
方

が
利
用
す
る
よ
う
に
な
る
と
思
い
ま
す
。

駐
車
す
る
時
、
白
線
が
あ
っ
た
方
が
止
め

る
所
も
理
解
で
き
て
、
き
ち
ん
と
止
め
ら

れ
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。（
な
っ

ち
ゃ
ん
さ
ん
・
59
歳
・
女
性
）

　

歩
き
始
め
た
お
孫
さ
ん
と
の
散
歩
と
て

も
楽
し
い
で
し
ょ
う
ね
。
お
孫
さ
ん
の
成
長

に
、
目
を
細
め
ら
れ
る
な
っ
ち
ゃ
ん
さ
ん
の

姿
が
思
い
浮
か
び
ま
す
。
ご
指
摘
を
頂
い
た

駐
車
場
の
白
線
に
つ
い
て
で
す
が
、
市
内
の

公
園
駐
車
場
は
、
年
次
的
に
白
線
を
引
き

直
し
て
お
り
、
中
央
公
園
の
駐
車
場
は
今

年
度
整
備
予
定
と
な
っ
て
い
ま
す
の
で
、
ご

理
解
い
た
だ
き
ま
す
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

鹿
屋
へ
来
て
、
早
17
年
。
以
前
の
広

報
誌
よ
り
ず
い
ぶ
ん
中
身
も
見
や

す
く
、
面
白
く
な
っ
た
と
思
い
ま
す
。
こ

れ
か
ら
先
、
若
い
人
の
ア
イ
デ
ア
な
ど
た

く
さ
ん
取
り
入
れ
て
、
よ
り
楽
し
い
広
報

誌
を
楽
し
み
に
し
て
い
ま
す
。（
Ａ
・
Ｔ
さ

ん
・
48
歳
・
女
性
）

　

広
報
か
の
や
は
平
成
27
年
１
月
に
リ

ニ
ュ
ー
ア
ル
し
、
鹿
屋
の
季
節
や
名
所
等
に

こ
だ
わ
っ
た
表
紙
や
毎
号
特
集
記
事
、
大

人
の
社
会
見
学
、
明
日
へ
の
扉
な
ど
紙
面
に

変
化
を
加
え
ま
し
た
。
ま
だ
改
善
す
べ
き

点
も
あ
り
ま
す
が
、
こ
れ
か
ら
も
面
白
く
、

市
民
の
皆
さ
ん
に
親
し
ま
れ
る
広
報
誌
づ

く
り
に
努
め
て
い
き
ま
す
の
で
、
ご
愛
読
く

だ
さ
い
。

　

こ
の
ほ
か
、
複
数
の
お
便
り
を
い
た
だ

き
ま
し
た
。
今
号
で
掲
載
で
き
な
か
っ
た

お
ハ
ガ
キ
に
つ
い
て
は
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

で
公
開
し
て
い
ま
す
。

№247

✂キリトリ線

お手数ですが

52円切手を

お貼りください

８９３ ８５０１

鹿屋市役所　政策推進課

　　　　　　「市民のひろば」係　行

お名前／ふりがな

ご住所

ペンネーム　※未記入の場合、イニシャルで掲載します

電話番号

年齢／性別

歳

要　・　不要
プレゼント

男　・　女

　　　　　

広報誌への感想や、市へのご意見

のほか、地域のイベントや出来事、

お勧めスポットなど多くの情報も

お寄せください。

お便りをいただいた方の中から、

抽選で特産品等をプレゼントしま

す。たくさんのご応募をお待ちし

ています！

※掲載時に、原稿の一部を手直し

する場合もございます。

☎
〒 893-8501  鹿屋市共栄町 20-1
市政策推進課
「市民のひろば」係
  ☎ 0994-31-1123

市民の皆さんからの

お便りを募集
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応募〆切　５／11㊌

かのやばら園のバラを、プリザーブドフラ
ワーに加工。美しさを長期間楽しむことが
でき、記念品などに最適な一品を３名様に
プレゼント！
※ プレゼントはいずれか一つで、色を選
ぶことはできません。また当選者に直接
発送します。

プリザーブドフラワー
P
プ リ

re R
ロ ー ズ

ose K
ケー

／３名様
L
ル

e-C
シエル

iel　鹿屋市浜田町1250 

当選者の発表は、商品の発送をもって
代えさせていただきます。

　私たち「鹿屋エイサー倶楽部」は、平成22年に
結成した沖縄の伝統芸能である太鼓踊りを元にし
た創作エイサーの同好会で、各種祭りやイベント、
施設訪問等を行っています。
　現在エイサーに興味のある中学生～おおむね
40歳までのメンバーを募集中です。まずは一度
見学や体験に足を運んでみませんか。
●練習日及び練習場所
○金曜日＝リナシティかのや
○日曜日＝市第２武道館
※練習は週１～２回で季節により変動有り
●月会費＝1,000円（高校生以下は500円）
問鹿屋エイサー倶楽部　代表：穐

あきちか

近
　☎090-8663-9832
　ブログ http://kanoyaeisa.blog122.fc2.com/

�������	
 vol.7

　昨年10月から始まった第６回Show-1
グルメグランプリで鹿屋市商店街連
合会が出品した「カンパチ de リゾッ
ト」が悲願の初優勝を果たし、先日市
民の皆さんの前で優勝報告会を行い
ました。私は、優勝を勝ち取るための戦略立案および各種企画、
実行支援という裏方でお手伝いさせていただきました。結果が
出て良かったなぁと思う一方で、波及効果は限定的で、今後の
企画練り直しの必要性を感じています。
　考えて、動いて、結果を出す。今後もますます楽しい企画を
生み出していきますので、引き続き、よろしくお願い致します。

新
美 

了 

隊
員

今
回
の
報
告
者

ご協力ありがとうございました。

�������	


　ご応募の際にご記入いただきました個人情報は、抽選・賞品引換券の発送・アンケート統計
以外の目的で使用することはございません。

✂キリトリ線Present

ク
ロ
ー
ズ
ア
ッ
プ
!!
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料
理
メ
ニ
ュ
ー
の
写
真
撮
影
等
を
行

う
時
、
飲
食
店
の
方
か
ら
「
シ
ズ
ル
感

の
あ
る
写
真
を
撮
っ
て
下
さ
い
！
」
と

依
頼
を
受
け
ま
す
。「
シ
ズ
ル
感
」
と
は

味
や
匂
い
、
食
感
を
イ
メ
ー
ジ
さ
せ
る

美
味
し
そ
う
な
写
真
の
こ
と
で
す
。

　

幼
い
頃
は
写
真
が
好
き
と
い
う
訳
で

は
な
く
、
撮
ら
れ
る
の
も
苦
手
で
、
友

人
同
士
で
写
真
を
撮
る
時
な
ど
は
端
っ

こ
に
隠
れ
て
い
ま
し
た
。
短
大
卒
業
後
、

勤
務
し
た
鹿
屋
市
内
の
現
像
所
で
写
真

に
興
味
を
持
ち
、
そ
の
後
広
告
写
真
ス

タ
ジ
オ
で
本
格
的
に
学
び
ま
し
た
。
写

真
ス
タ
ジ
オ
と
い
え
ば
家
族
写
真
の
よ

う
な
人
物
の
撮
影
を
想
像
さ
れ
る
人
も

多
い
と
思
い
ま
す
が
、
広
告
写
真
は
商

品
や
サ
ー
ビ
ス
な
ど
の
宣
伝
・
広
告
を

目
的
に
撮
影
し
ま
す
。
物
の
魅
力
を
最

大
限
に
引
き
出
す
た
め
に
ラ
イ
テ
ィ
ン

グ
や
演
出
を
ほ
ど
こ
す
、
そ
ん
な
広
告

写
真
の
面
白
さ
に
惹ひ

か
れ
ま
し
た
。
商

品
写
真
は
見
せ
方
に
よ
っ
て
イ
メ
ー
ジ

が
大
き
く
変
わ
り
ま
す
。
温
か
い
鍋
の

よ
う
な
料
理
は
そ
の
ま
ま
撮
影
し
て
も

き
れ
い
な
湯
気
は
な
か
な
か
出
ま
せ
ん
。

そ
の
よ
う
な
時
は
ド
ラ
イ
ア
イ
ス
を
使

い
湯
気
を
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
す
る
、
臨
場

感
を
表
現
す
る
事
が
大
切
で
す
。

　

独
立
後
は
、
本
業
だ
け
で
な
く
様
々

な
ジ
ャ
ン
ル
の
仕
事
に
も
挑
戦
し
て
い
ま

す
。
現
在
、
鹿
屋
商
工
会
議
所
青
年
部

に
入
会
し
て
い
ま
す
が
、
こ
こ
で
の
活

動
を
通
し
て
多
く
の
事
を
教
わ
り
、
地

域
の
た
め
に
何
を
す
べ
き
か
と
い
う
事

を
考
え
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　

そ
の
ご
縁
で
、
昨
年
福
井
副
市
長

の
発
案
で
開
催
さ
れ
た
薔ば

ら薇
王
子
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
に
も
参
加
さ
せ
て
頂
き
ま
し

た
。
鹿
屋
や
ば
ら
園
を
ど
の
よ
う
に
盛

り
上
げ
て
い
く
か
、
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
メ

ン
バ
ー
と
協
議
を
重
ね
な
が
ら
コ
ン
セ

プ
ト
を
決
め
ま
し
た
。
鹿
屋
女
子
高
校

の
生
徒
さ
ん
に
は
街
で
王
子
候
補
者
を

ス
カ
ウ
ト
し
て
頂
き
ま
し
た
。
そ
の
結

果
多
く
の
マ
ス
コ
ミ
の
皆
さ
ん
が
取
材

に
訪
れ
盛
況
の
う
ち
に
終
え
ら
れ
た
事
、

そ
し
て
薔
薇
王
子
の
活
躍
す
る
姿
を
見

て
嬉
し
く
思
っ
て
い
ま
す
。

　

広
告
写
真
の
仕
事
は
広
告
物
の
作
成

に
携
わ
る
こ
と
が
多
く
、
そ
の
中
で
鹿

屋
に
は
農
畜
産
物
な
ど
他
に
な
い
美
味

し
い
食
材
や
豊
か
な
資
源
が
多
い
と
感

じ
、
私
の
仕
事
は
地
域
の
一
助
と
な
れ

る
可
能
性
が
あ
る
の
で
は
と
思
っ
て
い
ま

す
。
鹿
屋
を
も
っ
と
多
く
の
人
に
発
信

し
て
い
く
事
が
地
域
の
活
性
化
に
つ
な

が
り
、
ま
た
地
域
を
発
信
し
、
地
域
が

元
気
に
な
れ
ば
地
元
産
業
も
活
性
化
す

る
。
地
域
と
産
業
を
切
り
離
し
て
考
え

る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。

　

今
後
、
仕
事
や
そ
の
他
の
活
動
に
お

い
て
も
、
地
域
と
産
業
を
つ
な
ぐ
お
手

伝
い
が
で
き
る
よ
う
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
て
い

き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

レシピ開発から携わった「鹿児島か
のやかんぱちのアヒージョ」。地域
の資源であるカンパチを多くの人に
食べてもらいたいと、鹿屋市漁業協
同組合と共に取り組んだ。今後は漁
協の直売所で販売を予定している。

明
日
へ
の

明
日
へ
の

扉
No.16

昭和50年鹿屋市生まれ。鹿屋高校卒業後、県
外へ進学。帰郷後写真現像所を経て広告写真
スタジオに勤務する。平成23年35歳で独立。
平成26年度鹿屋商工会議所青年部会長。現在
はコマーシャルフォトを中心に事業を展開し
ている。（40歳）

広
告
写
真

広
告
写
真
でで
地
域
地
域
とと

　
　
　

産
業

　
　
　

産
業
をを
発
信
発
信
す
る
す
る  

Tomoko Takei

竹井竹井 知子 知子  さんさん
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寿自動車
学校
寿自動車
学校

ゲ
オ
ゲ
オ セブン

イレブン
セブン
イレブン

ココ
ヒロボー
松元玩具店

松元玩具店 0994-40-4555TEL・FAX 

　 こいのぼり
五月人形

田 崎 斎 場　鹿屋市田崎町108
バイパス斎場　鹿屋市大浦町

葬儀相談係  池田 成利

0994-44-4440

無料

円
一般葬も

プランのみ

,（仏事、神事を行わず親族のみでまごころをもって送る葬儀です。）

～そんな地域になりますように　　～

新中学生制服採寸受付中!
新中学生制服採寸受付中!

いけのうえ
学生服・セーラー服の

鹿銀 ↑
至 

西
原

至 

寿
↓

↑
至 

高
隈

至 

市
役
所
↓

さ
つ
ま
七
十
七
萬
石

いけのうえ

ピット88駐車場

※ピット88駐車場の　無料券あります。

アーケード

小学生・中学生制服の採寸特価セール実施中！！お早めにご来店ください。©2007 TOMY

鹿屋市向江町８-３ ☎ 42-2191　　0120-80-7777

00

困ったな～どうしよう・・・

・子供（生後 2か月以上）を預けて
　　　　　　　　　　　　　　介護の仕事はいかが。

・働きながら国家資格（介護福祉士）を
　　　　　　　　　　　　　　取りませんか。

Dream it, Try it, Do it 

風の村
働きませんか（託児所完備）入居しませんか（お安くなりました）士

祉
福
護
介

 
⬅

ネ
マ

アケ

実務者研修

〈資格取得〉

初
任
者
研修

　
⬇

　　　　　　 

⬇

無資
格  

⬇

（
有
資
格
者）

鹿屋市野里町2485番地　TEL0994-36-6000　FAX0994-36-6001詳細はホームページでご確認下さい。

初
任
者
研

⬇

（（（（（
有有有有有有
資資資資
有
格格格格
資資
者者者者者者
格

））

子・ 供（生後 2か月以上
子・子供供（生後 2か月以上

風
働き
（託
入居し（お安く
士
祉
士

福
祉祉

護
福福

介
護

⬅

ネ
マ

アケ

実実

〈〈〈資資

⬇⬇⬇⬇

第
７
回
介
護
職
員
初
任
者
研
修

2
月
開
講

介
護
職
員
実
務
者
研
修

　

毎
月
１
日
随
時
受
付（
通
信
制
）

鹿
屋
市
役
所
　
　
鹿
屋
市
共
栄
町
20
番
1
号
　
　
☎
0994-43-2111

吾
平
総
合
支
所
　
吾
平
町
麓
3317

番
地
　
　
　
　
☎
0994-58-7111

輝
北
総
合
支
所
　
輝
北
町
上
百
引
3914

番
地
ロ
　
☎
099-486-1111

串
良
総
合
支
所
　
串
良
町
岡
崎
2081

番
地
　
　
　
☎
0994-63-3111

広告のひろばは、各事業所の広告を掲載することで、市民の皆さんへの情報提供

を目的としています。また、市の自主財源確保の一環として行っています。

広告に関するお問い合わせは、印刷会社、市広報広聴課になります。

お気軽にお問い合わせください。

広告のひろば㈱新生社印刷☎ 0994-43-2238

は、各事業所の広
ます。また、市の
問い合わせは、印
わせください。
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　　　　   で広げ
る

新たな地域づく
りスホ　ツ

①古前城  ②本町
③朝日町  ⑫曽田

かのや交通株式会社

かのや交通

�������	

������
������安全 安心 まごころサービス

私たちのモットー　大切な命を守る仕事私たちのモットー　大切な命を守る仕事 こんなときこんなとき
貸切バスが便利です !!貸切バスが便利です !!
クラブ活動の遠征や社クラブ活動の遠征や社
会見学、社員旅行、研会見学、社員旅行、研
修旅行、グループ旅行に、修旅行、グループ旅行に、
結婚式、葬祭送迎、イベ結婚式、葬祭送迎、イベ
ントの貸切送迎に !!ントの貸切送迎に !!

上山種苗 セブンセブン
イレブンイレブン野里

大姶良
ココ

田 崎 斎 場　鹿屋市田崎町108
バイパス斎場　鹿屋市大浦町14042－8

株式会社Ligare 鹿屋市札元2丁目3783-2
☎0994-44-4440

みんなが立派にお葬儀を行えますように！

家族葬の
池田屋

24時間受付 お気軽にお問い合わせください

～そんな地域になりますように　　～
地域の皆様が
会員です！

詳しくはWebで‼詳しくはWebで‼

多数のお客様の声を受けとめ、
各地の道路案内看板は基本的に

控えさせて頂きます。
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